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～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

午前１０時００分 開議 

～開 会 宣 告～ 

○議長（齋藤則男君） おはようございます。 

 議員各位におかれましては、お忙しいところをご参集いただき、ここに１３日

目の議事が開会できますことに心から厚く御礼を申し上げます。 

 ただいまの出席議員は１６名で定足数に達しております。これより本日の会議

を開きます。 

 議事日程は、会議規則第２１条の規定に基づき、皆様のお手元に配付してあり

ますので、よろしくお願い申し上げます。 

 昨日の上田議員の一般質問の答弁について、福祉保健課長より発言を求められ

ております。この際、発言を許可します。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） ありがとうございます。 

 昨日の上田議員の一般質問答弁の中で、私の発言の中にまやかしという不適切

な部分がありましたので、撤回し、おわび申し上げます。 

 お示しいただきました資料について、時間的な差異、それから条件的な差異が

ありました。私の認識が及びませんでしたので、改めておわび申し上げます。申

しわけございませんでした。 

○議長（齋藤則男君） それでは、議事に入ります。 

～日程第１ 一般質問～ 

○議長（齋藤則男君） 日程第１、昨日に引き続き一般質問を行います。 

 ２番、滝波君の質問を許します。 

 ２番、滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） おはようございます。 

 きょう、いよいよ一般質問の最後となりました。毎回のことですが、非常に重

複している項目もありますので、できるだけ割愛をしながら質問させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

 今回ご用意させていただきました質問につきましては３つございます。１つは

新教育長に聞く、２つ目に登下校時等の安全確保、そして３つ目に働き方改革と

事業の見直しという３点であります。 

 それでは初めに、新教育長に聞くということで、この質問項目は何人かの議員
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が質問されております。新教育長の教育方針、笑顔で行きたくなる学校づくりと

いうことを柱に３つの目指すところを示されております。 

 前教育長は就任期間中、それぞれの学校の特色を生かし自由に学べる取り組み

ができるよう予算化をいたしました。また、禅の心を育むため、登下校時に一礼

することや無言の給食、無言の清掃を行ってきました。 

 新教育長におかれましては、生徒が笑顔で行きたくなるような取り組みという

ことであります。今までの教育長の継承する部分、あるいは変更し新たな取り組

みをする部分というところがあるんだろうと思いますが、具体的に何かお考えが

あるところがありましたら述べていただきたいなと思います。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 今の質問にお答えいたします。 

 各学校特色ある取り組みにつきましては、このまま継続して行いたいと思いま

す。それぞれの学校で子どもたちの育成をする上で非常に大切な取り組みだと思

います。よって、そのまま継承ということでお願いしたいと思います。 

 それから、礼の心ですね。このことについては、学校教育方針の中にも示され

ています。礼の心を重んじた道徳教育の推進があります。校門での礼、無言清掃

（黙掃）、無言給食など、自分を見詰め直す場として設定しています。自分を静

かに振り返り、感謝、思いやり、相手を敬う心を育成するというこの取り組みは、

自然な形で子どもたちの姿に定着をしていると思います。私も、すばらしい取り

組みなのでぜひ今後も継続していきたいというふうに考えています。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） 今の前教育長の取り組みについて、特に固執した考え方が

あるわけではないので。ただ、新しい取り組みというところが、いわゆる室カラ

ーを出すような取り組みというのを何かお考えじゃないかなと思いまして質問し

たんですが、そういったことはありませんか。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 実は私も４年間、現場を離れてますので、これから現状を

把握しながら各学校の校長と話し合いを深め、新たな取り組みについてはこれか

ら考えていきたいというふうに思ってます。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） 現状、本町は子育てしやすい教育に力を入れるという取り



 －257－ 

組みをしております。ハード面でもいろいろ、学校給食の無償化などをやって、

非常にある意味、他の市町の父兄から好評の声をいただいているというのは私の

耳にも伝わってまいります。 

 その反面、やはり充実していかなければならないのがソフト、教育の面だろう

と思われます。例えば学ぶということについても、教育長言われるように、笑顔

で行きたくなるような授業を目指すべきだろうと思いますし、小学校での英語教

育も始まります。あるいは、先ほど言いました道徳心を強化するようなところも

出てきております。 

 また、子どもの中には、最近多いのが発達障がいを持たれている方も統計的に

は多くなっているというようなことで、そういうようなところも、ご父兄の判断

によって普通学級に入れる、あるいは養護学校に入れるというようなことであり

ますが、ある意味、道徳心を養うという、あるいは思いやりを持つというところ

ではそういう子らも交えて学校教育に携わるというか、子どもたちが交わるとい

うようなところの教育もできるのかなと思っております。 

 そういった面について、何かお考えはございませんか。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 今のご指摘なんですけど、やはり子どもたちが学校で笑顔

で生活できるためには、まずわかる授業の実践だというふうに私は思っています。

旧来の指導方法としては、一斉指導といって、教員が一方的に授業を進めていく

というふうな方法がとられてました。しかし、本町では、対話型学習といって、

その授業の中でいかに子どもたちの発言を多くした授業の実践を心がけていま

す。子どもたちが５０分もしくは４５分の授業の中でただ先生の話を聞くだけで

は、実際に自分の力としてそれは身につきません。だから課題を出して、それに

対して子どもが考えを発表できる、そしていろいろな周りの子どもと意見交換を

することによって高めるという、そういう授業展開が必要だと思いますし、私も

現役のときにそういうふうなことを実践を先生方とともに実践をしてきました。

現在も各学校でそういう取り組みが行われているというふうに、私は学校訪問を

昨年からやっていまして感じてます。 

 また、特別支援の、障がいを持つ子どもたちの対応としては、保護者の意見を、

これは重視します。しかしながら、専門的な機関といろいろと相談しながら、こ

ういうふうな進路のほうが適切ですよというふうなことで方向性は示します。決

定は保護者ということになってます。その子どもたちを支援するための支援員及
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び、議員もご存じだと思いますけど、２６名の学校支援員を町費で配置している

現状です。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） 今のわかる授業の説明、非常にある意味期待できるし、そ

ういった浸透をしていただきたいなと思います。まさに子どもがやる気になる、

褒めながらやる気を出させるというような授業展開をぜひしてほしいと思います

し、障がいのある子、何か公立学校でも看護師を配置するというのが全国的にも

じわりじわりと伸びているというようなことも入っております。ぜひそういうよ

うなことで、誰でも楽しく学び育つ環境を整えていただきたいなと思っておりま

す。 

 じゃ、次の話題に行きますけれども、今、大変マスコミをにぎわせているのが

日本大学のアメリカンフットボールの悪質反則事件であります。こう見えて私も

大学時代にアメフトをやっておりましたので、非常にあの反則は故意的であり、

考えられないようなことであります。 

 ここ１カ月ぐらいの報道の中で、大学のスポーツのあり方や学校、教育、はた

また政治のところまでさまざまな問題を提起した事件だというふうに認識をして

いるわけですが、この指導方法、選手の厳しい練習、一部の選手をはめるという

ようなやり方で鍛え抜く、他の選手は同じようにならないために必死で練習ある

いは試合に出場するというような勝利至上主義であります。我々の年代は厳しい

練習をしたという認識もあるわけですが、ただ、現代のスポーツの指導には適さ

ないというようなことも報道では述べられております。 

 一番残念なことは、加害者の選手がもうアメリカンフットボールをやる権利が

ないというふうにしてやめていく、あるいは、周りの部員たちもコーチ、監督の

指導に従えば勝てると、これが絶対やと疑問を持たずに従っていたというような

反省の弁がありました。 

 教育長も長い間、スポーツの指導というところに携わってこられたと思います。

若干私とは少し時代がそれるわけですが、なかなか若い時代は厳しいというよう

な声も聞いたときがございますが、そういう経験のもとに、この事件の大きな問

題点、そしてそれをぜひ本町の教育の中でも、生かすという言い方は変なんです

けれども、部活動に対してどのように教育をしていったらいいかというようなお

考えがありましたらお願いをいたしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 
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○教育長（室 秀典君） 日本大学のアメリカンフットボールの事件ですが、私、指

導者の資質の問題と過剰な勝利至上主義による事件だというふうに思ってます。

学生が戸惑うような指示を出して、それを指導者が自分の過失として認めない。

これは指導者としてはあるまじき行為だと考えています。学生のためのアメリカ

ンフットボールだと思うんですね。 

 この事件を振り返ってみますと、指導者のためのアメリカンフットボールでな

かったのかというふうなことで、非常に私としては残念です。こういうことが二

度と起こらないように、やはり指導者は、何かあった場合は自分で責任をとると

いう心構えでなくては、私は児童生徒、そしてまた学生の指導をしてはいけない

というふうに思ってます。 

 それから、本町の部活動の件なんですけど、今ご指摘のように、私、若いころ、

かなり厳しい指導をやってきました。それで、その指導をやってきた中で、実は

松岡中学校で野球部の指導をしているときに、４年か５年連続で県体で３位だっ

たんです。準決勝でもう一つ勝てば北信越に行ける、それが４回か５回連続で全

て負けてしまったと。そのときに私自身が感じたのは、指導者の一方的な指導で

なしに、やはり子どもたちにいろいろ考えるような指導が大切だったなと。なぜ

かというと、実際にやるのは子どもたちなんですよね。サインは出しますけど、

その辺を考慮して、今、私はこのようなことを先生方にお願いしてます。やはり

部活動は、体罰は絶対許さないという強い基本方針のもと、教師の一方的な指導

ではなく、生徒の自主性、自発性を大切にした活動を目指すことが目的、目標を

達成する近道だということを考えています。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） ありがとうございます。 

 経験談も含めながらご答弁で、非常に先生の誠実な心がわかるわけなんですけ

れども、一番心配するというか、部活も人間教育の場ということであります。本

町は支援員あるいは外部指導員を含めて学校教育をやっているわけですが、いわ

ゆるその教育長の指導というか教育方針がどこまで伝わるかということなんで

す。特に部活あるいはスポ少におかれましては外部の指導者が来られます。私も

同じですけれども、昔の部活の経験でもって指導しがちになってしまうので、そ

れは多分違うんだろうなというふうなことがあります。 

 そういったことの連携といいますか、そういうようなことはどのようにやろう

と思っていますか。 
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○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 実は私、スポーツ少年団の大会に時々応援に行くんです。

そのときに様子を見ていますと、非常に友好的な、友達同士の交流の場として指

導者が捉え、そして褒めて伸ばすというふうなことを指導の方針ということで持

ってるような指導者が非常に多くなっています。 

 実は私、スポーツ少年団の指導者の方とちょっと話をする機会がありました。

この指導者は県内でトップレベルの成績をおさめてる指導者なんです。その指導

者が「先生、褒めるということが、やはり子どもたちの伸びをさらに早めますね」

ということを言ってるんですね。すごいなというふうに。私が若いころ、その指

導者の年齢のころ、そんなことは考えたこともなかったんですけど、県内のトッ

プレベルの指導者がそういうことを言ってるということは、やっぱり重く受けた

いなというふうに感じました。 

 それから、中学校の部活動の件ですが、実は私、昨年、部活動指導員を１年間、

松岡中学校でやらせていただきました。そのときに一番感じたのは、各部とも生

徒の自主性を尊重する活動が行われているんです。爽やかな雰囲気の中で活動が

行われています。今、私、爽やかというふうな表現をしたんですけど、実に挨拶

がすばらしいんですよ。本当にそれが一つの部だけじゃなしに、体育館に行って

もどこに行っても挨拶がすばらしい。 

 それから、これは松岡中学校の部活動のことを今言いましたけど、実は春の大

会で上志比中学校と永平寺中学校のバレー部の応援に行きました。人数は少ない

んですけどね、先生とともに一生懸命声をかけて応援している、プレーしている

その姿は、まさに松岡中学校で部活動を見たときと同様に感じました。 

 決して勝利至上主義の指導が行われているとは私は思っていません。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） ぜひそういう指導が続くように、またご尽力をいただきた

いなと思っております。 

 今、学校支援員二十数名でしたっけ、それと外部指導者、スクールカウンセラ

ーとかいろいろな方がやっております。きのうも池田中の話が出ましたけれども、

要はチーム中学というんですか、要するにチームで教育していきなさいというふ

うなことを福大の専門の先生が言われております。教育長が方針で言われた、一

人の子を、何人もの教員、大人がかかわることによって育てるという、まさにそ

ういうことなんだろうと思います。先生の働き方改革と言いながら、なかなかそ
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うやると先生の勤務時間もそんなに極端には少なくならないと、統計的にもそう

らしいんですけれども、でもそういった取り組みが子どもを健全に育てるという

ことなんであります。いわゆる学校では、校長先生を中心にそういったチームを

つくって組織で動かすというようなことも必要なんだろうと思います。 

 ぜひ校長先生も含めて学校の管理職の方々にそういったことを浸透できるよう

なご指導をいただきたいと思いますけれども、その点ではいかがでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 江守議員からの質問の中に、教職員との話し合う頻度はと

いうふうな質問がありました。そのときに述べさせていただいたんですけど、今

年度から学校と教育委員会の調整会議、そういう会議を学期２回程度開催するこ

とになりました。そういう場で先生方にもいろいろと提案し、内容をさらに深め

ながら他の学校にも浸透するように、そういう取り組みをやっていきたいと思い

ますし、校長会、教頭会というのが月１回になりますので、その辺でさらに周知

徹底を図っていきたいと思ってます。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） 新教育長は非常にフットワークが軽そうなので、ぜひ動い

てやっていただきたいと思います。期待をいたしております。 

 それでは、次の質問に移りたいと思います。 

 登下校時等の安全確保ということであります。 

 今とはちょっと相反するような部分もあるわけで、非常に残念な話になるかも

わかりませんけれども、昨今、子どもたちの下校時等に悲惨な事件が起きており

ます。新潟市で小学２年生の女の子が２３歳の男性に殺された事件、そして線路

に捨てられた事件であります。ちょっと前にはＰＴＡの会長さんが起こした事件、

ずっとさかのぼりますと、２００４年には岡山県の津山市で小学３年生の女の子

が殺害されたと、これが今になってほかの容疑者がその犯人やったということも

判明。２００３年には、大阪だったと思いますが、小学４年生の女の子が行方不

明になっております。特に下校時に家に着くまで、一人で帰らざるを得ないとい

うところで犠牲になっているという事例であります。家族の心中を考えると絶対

に許されることではありません。 

 また、他県のことのように思われがちですが、本町でも報告があったときもあ

りました。不審者が出たということもあります。 

 福井新聞では、防犯情報ということで新聞のそういう欄があります。特に５月
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の下旬にかけては不審者が出たということで記事が載っております。２２日には、

大和田の商業施設で、不審者というんか男性が下半身を露出しているという事案

が３件。２３日には、越前市で、下校途中の女子生徒が自転車に乗った黒のニッ

ト帽とサングラス、マスクをした姿の不審者を目撃したと。同じく２３日には、

福井市の二の宮で、登校中の女子児童が三、四十代の男にすれ違った後に背後か

ら肩を触れられ、水筒を持っているかと聞かれたとかというような事例がありま

す。 

 本町でのこういった情報はあるんでしょうか。状況をお聞きします。 

○議長（齋藤則男君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（清水昭博君） 町内の不審者いわゆる変質者というところでの出現

事例でございますが、町内ではここ１年以上、出現事例はございません。 

 出現した場合、そういう情報を捉えた場合につきましては、学校より連絡があ

ります。もちろん今、ここ最近はないわけなんですけど、気を抜くことなく対応

させていただいております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） 先ほどの事件の話じゃありませんけれども、一番狙われや

すいのが下校時、最後に一人になるということでありますが、本町の各校で、下

校といいますと集団ということではなくなってしまうわけなんですが、ばらばら

で帰るということですが、そういった対策というのは何か講じているんでしょう

か。 

 また、中学校では部活があります。特に、暗い夜に一人で帰るということも多々

あると思いますが、そういう現状、そしてどう対策をとられているのかお聞きし

ます。 

○議長（齋藤則男君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（清水昭博君） 下校時につきましては、広く一般町民の方に、下校

時近くになりますとご自宅そばで見守り活動をお願いしたいというふうなことを

お願いしております。もちろん子どもの駆け込み所もお願いしておりますし、昨

年、２９年の１２月なんですけど、町内の郵便局と包括連携協定の締結を行いま

した。この中には各郵便局を子ども駆け込み所として位置づける、子どもの見守

り活動もお願いしたいということで、郵便局の職員さんが各町内、郵便物を配布

するなり回収するなりというときに、もし不審人物等がいましたらということの
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連絡、または見守り活動を包括連携の中で位置づけております。 

 また、永平寺町の愛護センターによります長期休暇中の巡回パトロール、いわ

ゆる夏休み等の夕方につきまして、春休み、夏休み、冬休みの夕方から実施して

いただいております。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） 私のほうからは、児童クラブの下校について補足

させていただきます。 

 児童クラブにつきましては、今、学校教育課長申し上げましたとおり、そうい

う対策の中で下校の一環としてお願いをしております。 

 また、不審者への対応というところでございますが、学校と警察等との連携を

共有してとっておりまして、クラブの指導員さんにもその旨を伝達、指示をして

おります。 

 なお、不定期でございますが、年に数回、福井県警察本部が実施している少年

の立ち直り・健全育成大学生ボランティアというのがありますが、その組織を活

用しまして、放課後児童クラブの児童に対して紙芝居やわかりやすく交通安全や

不審者に対する啓発を行っております。 

 また、これは以前にもお示ししておりますが、今、松岡小学校の校舎改修を行

いますが、その際には松岡児童クラブの部屋を学校内に設置する。目標としては

平成３２年４月よりは移転を予定しているところでございますので、その児童ク

ラブの子どもたちの安全確保もさらに図れるというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） 教育長の方針の中に３つあったと思いますが、その一番最

初が命を守るということを言われておりました。世知辛い世の中ということもあ

るんですけれども、命は自分で守るということもある意味大切なことだろうと思

います。 

 ほかの議員も質問しましたが、あの警報ブザーですか、あれの使い方、１年生

のときにはやってますけれども、それからはなかなかやれてないというような状

況も聞きました。 

 ただ、このような状況は日本全国各地、そういう懸念もあります。当然海外で

もそういうようなケースがありますが、イギリスなどでは、自分を守るために不
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審者と遭遇する訓練をして、そこで大きな声を出させる、そういった訓練を学校

でやっていたり、あるいはアメリカでは、登下校はもう歩いてさせないと、バス

などで送迎して安全を確保するというようなことをしているようなことも聞いて

おります。 

 なかなか、そうはいってもこの日本では、特にこういう田舎ではそういうよう

なケースがありませんから危機感はないのかもわかりませんけれども、こういう

不審者対策の専門家はこう言っております。まちで知らない人に声をかけられて

も、むやみに対応するなと、逆に逃げていけというようなことも必要やと言って

おります。先ほど教育長の話で、学校へ行くと生徒たちが挨拶をしておられると、

我々もまちで会うとしていただくときもあります。非常に私としてはいいなと思

っているんですが、ただ、こういう専門家から言わせると、そういった挨拶、声

かけもどうなんだろうというようなことも言っております。 

 極端な話になってしまいますけれども、命を守るという観点の中でこのような

不審者対策、先ほど一例を子育て支援課長も言われましたが、そういった取り組

みを、やっぱり学校でも定期的に行っていただくことが必要なのではないかなと

思われますが、いかがでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（清水昭博君） 各学校につきましては、各学校では安全マップとい

うのを作成しております。いわゆる各通学路で駆け込み所がここにあるよとか、

危険箇所といいますと、例えば見通しが悪いところはこういうところがあるよと

かというふうなこと、プラス、もちろんその中では不審者に出会ったときについ

てはこういうふうにするんだよという指導といいますか、訓練といいますか、と

いうのをやっているという状態でございます。 

 不審者対応につきましては、もちろん今言ったように対応はこういう訓練とい

う形でやっておるわけですけど、まだまだ十分じゃないというふうなご意見もい

ただきましたので、今後またその訓練といいますかね、そういうのを徹底してい

きたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） あと、不審者情報の話が出ましたけれども、そういった情

報が入ったりとか、あるいは警察との連携。特に本町は大学周辺にアパート、マ

ンションがたくさんあります。住所を持ってこない方も結構いらっしゃいます。
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その人がということではありませんけれども、先ほどの事例でもありましたが、

こういった犯罪を犯す人、特に性的なものも含めて考えますと何度かやっている

ということであります。そういった情報交換とかというのは、逆に警察ともそれ

なりにやられているんでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（清水昭博君） 不審者情報の情報を取得した場合につきましては、

緊急メールにより保護者のほうへ連絡いたします。もちろん警察のほうにも連絡

いたします。近隣自治体とかそういう出没のあったという場合につきましては、

警察より連絡をいただいております。実際上、警察のほうにはリュウピーネット

というホームページがございまして、そこに不審者情報が載っておりますので、

それも確認しております。 

 もちろんこういう近隣自治体で、そばで出たよという場合につきましては、ま

た学校のほうへ連絡して注意喚起を行うというふうなことをやっております。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） この質問の最後ですけれども、余りいい社会にはならない

と思います。今後もこういった犯罪が起こり得ていくだろうと思われております。

ぜひ、警察あるいは地域の人のみに頼るんじゃなくて、やはり対策を講じる。今

は便利でＧＰＳ機能を持った携帯、テレビでもやっておりましたが、子どもが持

てるようなものも出かかってきております。実際に、そういった被害に遭った子

がＧＰＳ機能の携帯を持っていたがために逃げることができたという事例もあり

ます。ぜひそういったことも後々、後々といいますか、考えていきながら子ども

の安全、安心をぜひ守っていただきたいなと思います。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） 今、いろいろなニュースが飛び込んできて、本当に悲しい悲

惨なことも起こってしまう、そういった事件が多くなっております。 

 教育委員会、学校、そして子どもたち自身、そして地域、ここがどういうふう

にいざというときに対応できるかという訓練であったり、対応の仕方の、ただマ

ニュアルをつくるだけではなしに、そのマニュアルにどういった意味があってど

ういうふうにやるかというのを真剣に話し合う。それともう一つ、そういった方

が出現しにくい環境をつくっていくということも大事だと思います。 

 一つが、よく青色のＬＥＤの街灯をつけると犯罪が少なくなるとかがあります。
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この前も、花いっぱい運動の中で、地域の皆さんが花を植えている地域は犯罪が

物すごく少なくなるというデータも出ております。まちづくりの中で花を植えて

いただける方、また永平寺町がそういった花でいっぱいになることによって犯罪

心理を抑えられるのか、または、常に花を植える方が外に出てみんなとお話しし

ている、そういった環境ができるのか、そういった点でも、いろいろなまちづく

りの中で人が触れ合ったり、外に出たり、花を植えること、またいろいろなこと

でやっていくこともまた犯罪を抑える一つにもなるのかなと思いますので、いろ

いろな視点から教育委員会と連携をとって考えていきたいと思っております。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） ぜひお願いいたしたいと思います。本当に死角になるよう

なところがないように、いわゆる子どもたち、小さい子どもでも見えるような、

特に公園なんかは、樹木が生い茂ったらある程度伐採して、見えるような環境を

ぜひ整えていただきたいなと思います。 

 次の項目ですが、交通安全対策であります。 

 実は先日、また高齢者の事故がございました。５月２８日です。神奈川県です。

何と９０歳のおばあちゃんが運転をしていて、そして４人が死傷したという事件

であります。高齢者、ある程度年齢が来たら免許は出さないというような法改正

でもしない限り、こういった事故が起こってくるのだろうなと思っております。

その高齢者のドライバーが言っていることは、赤信号であったと、でも横断して

いる人が誰もいなかったので通ったという大変なひどい話なんですけれども。 

 でも往々にして、青信号だから渡ればいいというようなことでもないんだろう

なと、また子どもたちにもそういうような交通安全の指導をしていただきたいな

と思いますが、特に通学路の安全対策、いろいろ考えられます。カラー舗装、あ

るいはゾーン３０という一定区間のところを規制しながら、見えるように道路に

ペイントしたり、あるいは看板を立てたりとか、あるいは子どもたちにそういっ

た啓蒙をする、何か調査というか、アンケートというんですか、そういうような

こともあるそうです。 

 子どもたちにそういった悲しい事故で命がなくなるようなことがないように、

ぜひ対策を講じていただきたいなと思っておりますが、今の取り組み現状など、

考えていることがありましたらお願いをいたします。 

○議長（齋藤則男君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（清水昭博君） 通学路の安全対策としましては、毎年、通学路安全
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推進会議というのを実施しております。これにつきましては、各学校でＰＴＡさ

んによります通学路の安全点検を実施しておりまして、ＰＴＡの連合より教育委

員会のほうへ要望といいますか提言をいただいております。個々に、通学路安全

推進会議におきまして、関係者、警察等を含めまして現地を確認しまして対策を

行っております。もちろん緊急時には即座に対応をさせていただいております。 

 あとさらに、今度もう一つ、県のほうでは、県のスポーツ保健課が主体となり

まして、県内各市町の学校教育関係の担当者と県警、県民安全課、県道路保全課、

県義務教育課が集まりまして、各市町の対策状況、事例の情報交換を行っており

まして、そういう先進といいますか事例を参考に安全対策に生かすというふうな

ことを毎年行っております。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） 特に、みずから自分の命を守るというところでは、先ほど

言いました危険予知トレーニングというようなこともやっているところもありま

す。あるいは、交通安全のリーダーを決めて、生徒みずからが子どもたちに啓蒙

していくというやり方、あるいは、実際に信号を渡るあるいはそういうような模

擬をやってみるというようなこともあります。 

 ぜひそういうようなことを考えながら、対策をとりながら、みずからが守ると

いうようなこともぜひ教育をしていただきたいと思います。いかがでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（清水昭博君） 新小学校１年生につきましては、授業の中で、いわ

ゆる信号といいますか、交差点の渡り方であるとかというふうな指導は必ず毎年

行っております。さらに、夏休み等長期休暇の前には、自転車等で動くというこ

ともございますので、それも事前に訓練といいますか、練習といいますか、そう

いうのは行っております。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） 町役場生活安全室としましては、今おっしゃられた中で、

福井警察署、また町の交通指導員が連携しまして、児童生徒を対象とした、新入

生であれば、横断歩道を安全に渡る渡り方というか指導、また自転車を使って通

学なんかをしている中学生であれば、安全な自転車の乗り方、また気をつけるこ

と、そういった形で連携して交通安全教室を毎年実施しております。 
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 また、町の交通指導員ですけれども、毎朝、皆さんもお見かけしているかと思

うんですけれども、各交差点で通学通勤する通行者に対しての交通安全指導を実

施しております。 

 また、町の交通安全啓発事業としまして、春夏秋冬の交通安全県民運動に合わ

せまして、町議会議員の皆さん、また交通指導員、交通安全協会永平寺支部の方々

のご協力のもとに早朝の一斉街頭活動を行っております。 

 また、これは安心、安全なまちづくりという観点からですけれども、今、各集

落の自治会に対しまして防犯灯を設置した場合の補助金を交付しております。こ

れにより、今は明るくていいですけれども、日が短くなったときの、特に学生な

んかの帰り道というんですかね、そういった道を明るくして、より地域の環境整

備活動、そういったものを推進していることを報告させていただきます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） ありがとうございます。 

 ある意味、先ほど子育て支援課長言われたとおり、学童保育、放課後児童クラ

ブなどで、最後、帰るときもまとまって、あるいは父兄が迎えにくるというよう

な対策で、先ほどの不審者あるいは交通安全、子どもの命を守るのに非常に大き

く寄与できるのかなと思います。ぜひそういったことも推進をしていただきたい

なと思います。 

 それでは、最後の質問であります。働き方改革と事業の見直しということであ

ります。 

 今年度も新しい事業、これから補正予算で新規事業を中心に協議をしていくわ

けなんですが、ただ、事業がふえても職員の数はふえないという現状があります。 

 そこで、他の議員の質問でもありました、正職員、事務職だったかな、百七十

何人、臨時職員が２００人程度でしたっけ。ちょっと数字はノートに書いてあっ

たんですけれども。それらのことなんですが、いわゆるこの近年、正職員あるい

は、特に臨時職員については、非常勤職員ですかについては数の動向はどうなっ

ているんでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） 非常勤職員の件ですけれども、一般事務の補助員、また

保育士、調理員、学校用務員、また学校の特別支援員等の業務の従事者としまし

て、平成３０年度、ことしの４月１日現在ですけれども、２０７名の方を任用し
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雇用契約を結んでおります。 

 ちなみに、去年度、平成２９年度は実績としまして２０４名、平成２８年度は

１９３名という形で、ここ３年間、大きく変動はないのが現状でございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） その一般事務、保育士、調理員、学校等の支援員、ここ近

年で伸びている、人数がふえているというところはどの職種でしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） ここ３年間を見た中でこの非常勤職員の業務種類の中で

は、学校の特別支援員関係、この人数が去年と比べまして、去年は２３名でした

けれども、今年度は３２名という形で、１０人までいきませんけれども、ふえて

おります。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） また、一般事務は何名ですか。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） 今年度は、一般事務補助員としまして３３名を雇用して

おります。その中には図書館勤務、また公民館主事、そういった者も含めての人

数です。また国体推進課、国体の準備、受け入れ、そういった形での対応として

国体課だけでも３名を雇用しています。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） ３０年度当初予算のときにも少しお聞きしたんですが、新

規事業、十数件ですかね、今回も合わせると。なくした事業については、たしか

１件だったと思うんですけれども、違いましたっけ。多分、新規事業は年々二桁

あるのは間違いないと思います。逆に見直しして廃止したという事業はそうない

のかなと思っているんですが、町長の答弁でもありましたね、成果を確認し、そ

して今後どうするかということをやっていくと。Ｑでしたっけ、イニシャルは。

ちょっと……。 

（「ＰＤＣＱＡ」と呼ぶ者あり） 

○２番（滝波登喜男君） ＱＡね。そういうふうなことをやっていくということです

が、そのことをやっていかなければ、今の職員、働き方改革で、正職員の人数は
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ふやせないけれども、非常勤職員を多くせざるを得ないということになります。

当然財政との絡みもあるわけですけれども、行政サービスを損なわないためにも

なかなか廃止できないというのはわからないわけでもないですけれども、でも、

そこは費用対効果ということも考えなければならない。それが行政サービスの低

下かといったら、僕はそうではないかなと思っています。必要か必要でないかと

いうところの観点が一番大事ではないかなと思っているわけです。 

 民間企業と比較するわけではないですけれども、民間企業、人手不足は間違い

ないです。その中で今までと同じようなことをやっていても人件費がかさむだけ

ということで、現場から「この事業はどうなのかな」という意見を出し合いなが

ら、なくせるものはなくしていくというようなやり方をとるとか、あるいは、打

ち合わせとか会議も場合によっては座ってはやらないと、立ちながらミーティン

グをしてできるだけ会議の時短をするというような取り組みをしながら効率的に

働いていくということをやっている。多分、ほとんどの企業はやっているんだろ

うと思います。 

 そういったことも取り入れながら、やはり事業の見直しをぜひやっていってい

ただかなければならないんじゃないかなと思うんですけれども、いかがでしょう

か。 

○議長（齋藤則男君） 財政課長。 

○財政課長（山口 真君） おっしゃるとおりだと思います。 

 本町では、行財政改革大綱及び実施計画に基づきまして事務事業評価を毎年実

施しているところでございます。平成２９年度に実施しました事務事業評価では、

学校教育課における中学生海外派遣事業の廃止や、総合政策課における永平寺町

ＰＲ事業の縮小など、廃止、縮小、統合とした事業が２１事業でございました。

また、事務事業評価の取り組みとは別に、こしの国広域事務組合の解散や支所長

の兼務など、組織体制の見直しもあわせて取り組んだところでございます。 

 これまで実施してきた事業を廃止、縮小することはなかなか難しいものがある

のも事実でございます。しかしながら、予算編成の前に行う政策ヒアリングや予

算査定の中でも事業の見直しを最初に問うておりますし、新規事業の財源は既存

事業の見直しにより生み出すよう指導しております。 

 今後とも、事務事業評価を中心に、真に必要な事業であるか、真に効果的な事

業であるかなど、これまでにも増して各所管において自問自答しながら、経常経

費の縮減や、選択と集中の意識を高めることが、職員の意識改革、能力開発につ
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ながり、働き方改革につながるものと考えております。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） やはり新しい事業をするに当たっては、古い事業はやめてい

く、時代が変わった事業はやめていく、それが大事だと思っております。 

 ただ、今、いろいろな国、県、また新しい時代、少子・高齢化になっていく中

で、子育てであったり事業がふえていくのも事実です。その中で、役場内では大

切な会議──大切な会議というのは、年に４回のこの議会、それと政策ヒアリン

グ、そして予算査定、これが大切でありまして、ＰＤＣＱＡ、Ｑも入れますけど、

それを一つ一つその会議を通してやっていきます。その会議に臨むに当たって、

また各課でいろいろな打ち合わせ等を行って、そういった大きな会議に臨んでい

く。 

 議員さんおっしゃるとおり、その会議に時間をかけていたり、例えば国の説明

会に何人も職員が行くのではなしに、やはり担当、責任ある者が一人で行く。そ

の仕事一つ一つに対する効率化といいますか、それがこれから大事になってくる

かなと思います。大切なところには時間をかけますけど、打ち合わせとか会議、

そういったものには、やはり事前に要点とかを用意しておいて、立ってやるぐら

いの勢いでもいいのかなと思います。 

 それと、そういった会議の中で、きのうも少しお話ししましたが、事務系の職

員、保健師さんも入れて１７８人です。これは、ほかの市町を見ますと、町で見

ますと一番少ないといいますか、人口割では一番少ない数になっております。た

だ、消防、幼児園、また技能職の皆さん、そういった方々を入れますと、予算ベ

ースでは福井県で一番高い人件費になっております。ただ、そういった中で事務

系の非常勤の皆さんにサポートいただくことが、やはり大事にもなってきている

と思います。 

 それと、もう一つ。合併してからの削減率、これは福井県で一番多い削減率に

もなっています。このバランス的なもの、こういったものもこれからどういうふ

うに考えていかなければいけないのかというのも大切になってきまして、当時は

各役場からの合同だったんですが、今は１８．１％の削減になっております。こ

れは、先ほど申し上げましたが、決して低い数字ではなくて、福井県内でも高い

ほうの数字となっております。 

 そういった中でどういうふうに、職員の採用であったりそういったことも、こ

こで決めたからちゃんと計画どおり、計画は議会にお示ししますが、新たな事業
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がふえてくる。事業も縮小していけばいいんですが、なかなか、ずっと継続して

いかなければいけないという事業もあります。それをやはり各課が一つ一つ精査

しながら今進めてます。 

 政策ヒアリング、また予算査定の中でも、まず何を削るか、何をやめるかを先

に聞くようにしております。そういった中で積極的に、これをやめようと思うと

かがあるんですが、そのときに、縮小しながらやめていくパターン、また、もち

ろんそれをやめるときには、住民サービスを受けている住民の方へのしっかりし

た説明も要りますので、やめるときには２年ないし３年かかる案件もあります。

そういったのも、やめるときはしっかりと説明をしながら、ただ、「かわりにこ

ういった事業になりますよ」とか「これはもう時代が変わったからしませんよ」

という説明責任もあると思いますので、そういったこともしっかり関係各課の課

長にお願いしながら縮小とか削減、そういったものを今お願いしているところで

す。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） 行政の守備範囲って広げれば広げるほど広くなりますし、

そうでなければ一定狭くなるということであります。その辺の基準は当然住民の

ニーズとか、あるいはサービスを受ける住民の数とかということになるんだろう

と思います。なかなか、今町長言われたとおり、すぐにはやめられない、そう簡

単にはやめられないだろうとは思いますけれども、そこをやはり事務事業を評価

しながら、ぜひ職員の働き方改革にもつながるような取り組みを今後とも進めて

いただきたいなと思います。 

 以上で私の質問を終わります。 

○議長（齋藤則男君） 暫時休憩をいたします。 

（午前１１時０２分 休憩） 

────────────── 

（午前１１時２０分 再開） 

～日程第２ 議案第３８号 平成３０年度永平寺町一般会計補正予算について～ 

○議長（齋藤則男君） 次に、日程第２、議案第３８号、平成３０年度永平寺町一般

会計補正予算についてを議題とします。 

 議案の審議につきましては、第１審議、第２審議、第３審議の順にて審議を行

いたいと思います。 

 なお、質疑につきましては、会議規則第５５条の規定を遵守していただきます
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ようよろしくお願いします。 

 これより第１審議を行います。 

 理事者から平成３０年度６月補正予算説明書をいただいております。去る５月

２１日には詳細説明を受けております。これに基づいて、十分なる審議をいただ

きますようお願いします。 

 平成３０年度６月補正予算説明書に基づき、事前通告と合わせて、課ごとに審

議を行います。 

 それでは、総務課関係、４ページから８ページを行います。 

 通告の回答を含めての補足説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） 総務課です。よろしくお願いします。 

 予算説明書４ページ、一般管理費の補正額２２６万８，０００円です。質問の

内容にお答えします。 

 今回の会計年度任用職員制度は、地方行政の重要な担い手となっている非常勤、

臨時職員の適正な任用、勤務条件を確保することを目的としております。今回、

地方公務員法、地方自治法の一部が改正されたことにより、統一的な取り扱いが

定められ、平成３２年４月１日に会計年度任用職員制度の導入が義務づけられま

した。そのため、運用開始に向けた条例、規則約１０から１５、２０までだと想

定していますが、その整備を行うものであります。 

 現状を見ますと、当町においてはその制度の対象者といたしまして、今現在、

非常勤職員がフルタイム、パートタイムを含めて２００人近くを雇用しておりま

す。また、特別非常勤職員としまして統計の調査員、また区長さん、交通指導員、

防犯隊、農家組合長など各種委員さんも含めると相当数の人数になるかと思いま

す。 

 また、この制度導入においてどのように変わるかというご質問ですが、基本的

には現在定めております永平寺町一般職、非常勤職員に関する取り扱い要項、ま

た任用、勤務条件等に関する規則、そういったものが国が定めた臨時、非常勤職

員の任用、勤務条件等の統一的な取り扱いに基づき、それを修正を加えて本町独

自の条例、規則というものを定めるものであります。 

 また、その任用等の募集、採用に当たっては勤務条件を明示し、できる限り広

く募集を行った上で客観的な能力の実施を行うことなどを含めていきたいと考え

ています。 
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 また、服務、また懲戒については法令とか条例、市の職務上の命令に従う義務、

秘密を守る守秘義務、また職務に専念する義務などいろんな形で適用されること

になります。 

 また、勤務条件につきましても、一般職と同等に、給料表等は変わりますがそ

れに準じた職務内容、また経験に応じての給料表を定めることとなり、手当の支

給についても、時間外勤務手当、休日勤務、通勤、期末、退職手当等についても

統一的な基準を明記する計画であります。 

 また、勤務時間、また休暇、労働安全衛生法に基づく健康診断とか、またそれ

以外の人事評価の実施、そういったものについても統一的な基準を定めていくこ

ととしております。 

 次に、４ページ右側のえちぜん鉄道の支援ということで、パーク・アンド・ラ

イド駐車場の件について説明させていただきます。 

 現在、観音町駅にありますパーク・アンド・ライド駐車場につきましては、平

成２１年に整備され、その利用可能台数は２０台であります。現状を見ますと、

平日はほぼ満タン状態であり、それ以外の通路、空きスペースに５台、６台が置

かれまして、実際には２５台から６台が駐車している状況であります。 

 このような状況から、やはりえちぜん鉄道観音町駅の利用者におけるパーク・

アンド・ライドの利用が高いということで、さらなる利便性、また駐車台数をふ

やすことで利用者の拡大というか、サービス向上につなげたいというふうに考え

ております。 

 今回、整備予定のパーク・アンド・ライド駐車場につきましては、軽自動車４

台程度の駐車を予定しております。 

 なお、この地面、土地所有者につきましては、関係者が確認したところえちぜ

ん鉄道株式会社であるということがわかりました。わかりましたというか、確認

されました。えちぜん鉄道の地面です。面積は１０５平米でございます。 

 今回、用地取得費等の費用が発生せず、またスピード感を持って駐車場が整備

できるということから、この観音町駅のパーク・アンド・ライド駐車場に取り組

むこととしたいと思っています。 

 また、県のクルマに頼り過ぎない事業、関係ありますので２分の１、これは今

回予算計上はしてありませんが、もう既に申請しておりますので、その財源も後

日組み替え等も、補助金決定あればしたい予定としております。 

 また、５ページの職員研修事業です。 
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 これにつきましては、人事評価制度の研修会の委託料ということで計上してお

ります。 

 また、５ページ右側、番号制度の……。 

 人事評価研修につきましては、今後の人事管理の基本的な考え方、また人事評

価を今現在行っておりますが、職員の人事評価の物差しといいますか、考え方、

取り組み方、評点の仕方、また人事評価に対する視点、また目標管理、また面談

を行っておりますので面談の仕方、そういったポイントといったことを研修し、

評価者が管理職も含めて相当数いますので、その人事評価に対する統一化を図る

目的で行うこととしております。 

 次に、５ページ右側をお願いします。 

 マイナンバー制度に伴う特定個人情報取扱状況点検業務委託料８４万３，００

０円でございます。 

 これにつきましては、業務委託をなぜするのかということですが、マイナンバ

ー制度は国民にとって利便性が高く、公平、公正な社会を実現するための社会基

盤として導入されたものでありますが、その一方で個人情報の紛失とか漏洩、情

報システム停止などの被害は地方公共団体のみならず町民、関係者にも波及する

こととなりますので、特定個人情報の適切な取扱いに関するガイドライン、また

番号法により厳しい安全管理を義務づけられております。 

 今回の業務委託の中では、安全管理の中で義務づけされております職員の研修、

また国の期間である個人情報保護委員会への定期的な報告に関する外部監査、さ

らには町が今後も自主点検を行っていくことについての是正すべき点の確認と改

善方法について、専門見地からアドバイスを受けるものであります。 

 先ほど言いました定期点検の報告ですけれども、国から示されている項目につ

いては今現在３７項目あります。また、今年度、県内では福井市ほか２の合計３

つの市に個人情報保護委員会、国の機関ですけれども、立入検査が入るというこ

とを聞いております。 

 次、６ページをお願いします。 

 ６ページの左側です。庁舎管理諸経費です。 

 これにつきましては、今回、本庁舎に関しましてデマンド監視装置を新設する

ものであります。これにつきましては、本庁舎は耐震改修、また庁舎内改修を行

いまして、結果、今現在の電気の最大の電力量は１４０キロワットが一番高い値

となっています。それを１２０キロワット以下で管理することによって、毎月の
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基本料金の軽減が図られることとなり、試算では年間約３１万７，０００円の電

気料が節減されると見込んでおります。これについては、北陸電力さんとの協議

であり、またご指導を受けております。 

 そういったことから、今回、この設置工事としまして３４万円計上させていた

だきました。 

 なお、年間の装置の使用料につきましては、毎年継続するような形になります。 

 次、６ページの右側をお願いします。 

 松岡木ノ下地区の町有地の維持管理工事６２万７，０００円です。 

 これにつきましては、現在、その公有地、面積が６００平米ありまして、西側

の木柵るつきましては一部も木柵が膨張して膨れている部分など劣化が著しく進

行している箇所については補修する計画をしております。 

 また、今回のこの工事内容は、南側の土どめの改修工事を予定しております。

これにつきましては……。西側につきましては、全てをするわけではなくて、壊

れた部分の補修程度というか、木柵、木の柵があるわけですけど、その破損して

いる部分については同時に修繕します。 

 また、この町有地につきましては、年２回除草作業を行っております。町のシ

ルバー人材等に委託をしております。 

 続きまして、７ページの……。 

 今の公有地関係で質問のありました今回の木ノ下地区の町有地の使用目的につ

いては、後ほど副町長のほうから説明させていただきます。 

 次に、７ページをお願いします。７ページの右側でございます。 

 地域防災計画関係のご質問でございます。 

 今回、地域防災計画の中で業務継続計画の精査ということを説明させていただ

いております。これにつきましては、災害時に行政みずからも被災し、人、もの、

情報等利用できる資源に制約がある現状において優先すべき業務、そういったこ

とについてあらかじめ定めたり、計画をすることによって適切な業務執行を行う

ことを目的とした計画であります。 

 今回の地域防災計画、いろいろ改定項目はあるわけですけども、あわせて町の

業務継続計画の修正も行うこととしております。 

 なお、今回、今現在の地域防災計画は、平成２４年、２６年にも一部内容を改

正しております。今回は、水防法、砂防法や国の基本となる法律計画、また福井

県の地域防災計画、ことし７月以降に改正というふうに聞いておりますが、そう
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いったものを反映して、防災に対する各種ガイドラインの内容、また平成２８年

の熊本地震、またことしの３０豪雪の教訓等を踏まえて改正をするものでありま

す。 

 また、この中で一番下、携帯型トランシーバーの整備関係について説明させて

いただきます。 

 現在、災害時に使用している防災行政無線の移動型は町村合併前、３町村です

けれども、している携帯型の移動型の無線です。これにつきましては、保守点検

において幾つかの不良、また修理について指摘を受けているところでございます。

また、修理、整備を行っても平成３４年にはデジタル方式に移行しなければ使用

できなくなるというふうな形になっております。 

 今回、災害時に通信手段としてどうでも必要ということで、ビジネストランシ

ーバー、携帯電話とよく似た大きさですけれども、導入する計画としております。

これにつきましては、携帯電話と同様に通信回線を使用しますので、今現在の永

平寺町全域、また県外にいても通信、通話できるというふうな機種でございます。 

 なお、今回補正でお願いするのは１２台。これにつきましては、災害時のパト

ロール、連絡も含めて建設課関係で５台、また農林課関係で４台、上下水道課関

係で２台、また本部１台、合わせて１２台を今回整備していきたいと考えており

ます。 

 続きまして、７ページの右側を含めてでいいですかね。 

 あと、８ページをお願いします。８ページの左側でございます。 

 計画の、資機材は計画的な配置からということも含めてですけども、今回、補

正予算で要求しております２１０万円です。これは自主防災組織また自主防災組

織、合同の。大きい連合会ですね。そこに対する機材に関する補助分です。当初

予算では年間の活動費２万円なり４万円の活動費のみ計上してありましたので、

今回、この資機材に対する部分について要求させていただきました。 

 なお、既に三、四地区のほうからもう申請を預かっている状態なんで、これに

つきましても昨年度の実績二百二、三十万あるわけですけれども、それらを超え

ることが想定されればこの申請の受付状況を見て後日また追加という形になる場

合もあるかと思いますので、ひとつよろしくお願いします。 

 なお、当生活安全室のほうとしましては、各組織の自己負担もありますから強

制的なものではありませんが、２年連続して活用していない組織については助言

というかどうですかというよう名言葉がけなんかも今現在しております。 
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 以上で説明とさせていただきます。 

○議長（齋藤則男君） 副町長。 

○副町長（平野信二君） 先ほどの町有地の使用目的はということで、木ノ下１丁目

の６１９番地の件でございますが、この土地は今の清流地区の市街地整備事業と

いうことで、平成元年に知事の認可を受けて工事をした部分、事業を起こした部

分ですが、この土地につきましては、昭和６０年、たしか６０年ぐらいやったと

思うんですが、いわゆる地権者の一部の人と土地交換ということで裁判が起こさ

れました。その中で、裁判の中で、裁判がどうなるかわからないということで、

当然、負ければこっちへ土地を戻すということも考えられましたので、その換地

計画の中で、今、面積的には２３５坪あるんですが、もし裁判のいかんによって

は戻さなあかんということで、一応町有地ということでとっておこうと。それと、

使用目的ということで、ほかにもたしか５筆か６筆町有地として持っていた部分

もございます。 

 というのも、いわゆる当時、４１６号バイパスとか、県立大学の用地買収なん

かで代替地が欲しいという一部の声がありましたので、そのためにも町有地をと

っておいたほうがいいんじゃないかというんで、こういう土地が五、六筆あった

かと思います。 

 残っているのはもうこの１筆と、通常宅地ではこの１筆だけです。ただし、こ

れも２９年度の当初予算の中で売却しようということで当初予算で財産売り払い

というんで予算を持たせてもらいました。ただし、実際売却はしていないんです

が、それはその３０メートルほど下に保育所用地、今でいうと幼児園ですが、幼

児園の用地をということで７２５坪今町有地がございます。それがまだ、使用目

的がまだはっきりしないことから、やっぱりこの土地はどんなことがあるかもわ

からんで置いとこうということで売却しなくて、今現在残っております。 

 ですから、この土地につきましては、今後、幼児園用地と一緒な土地利用を考

えていかなくちゃならないかということで考えております。 

 それと、今回は補修ですが、普通、松くいでこうして土どめはしたんですが、

やはり３０年近くたったものですから、かなり腐ってきて、今回、補修をしたい

ということで予算化をさせていただきました。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を許可いたします。 

 先に通告者の質疑を許可します。質疑はありませんか。 
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 ８番、上田君。 

○８番（上田 誠君） ちょっと追加でお聞きしたいと思います。 

 私の通告の中で、先ほどのマイナンバーのところの、ちょっと再度。聞き漏ら

したかもしれませんが、この委託は今現在の職員のレベルアップというんか、そ

の研修先の委託なんですか。それとも、点検業務委託料ということで、点検とい

うのは今現在当町が行っているマイナンバーのリスク管理がうまく適切に行われ

ているかというのを点検してもらうというやつなのか。プラス職員の取り扱いに

対しての考え方であるとか、レベルアップとか、こういう点は直さないかんとか

という研修も含んでの委託ということなのでしょうか。ちょっとそこらあたりが

あれだったので。 

 例えば、そういうようなのは、先ほど言いましたように各市町、今年度は３市、

福井市、たしか前のときは坂井市、鯖江市だったかな。が立入検査があるので、

立入検査のためにというんか、そういうためのものなのかというのもあるんかも

しれませんが、そこらあたりがちょっと。例えばどうしても、それはやらなあか

んことは、いつかせなあかんことは間違いないですけども、あえて業務委託をし

ないといけないのか、そこらあたりの確認をちょっとしたいと思います。それが

１点です。 

 続けて言えばいいですか。ほかも。ほかもずっと。 

○議長（齋藤則男君） 上田さんの分。 

○８番（上田 誠君） ああ、僕の分ね。はい、わかりました。 

 あとは、７ページの防災のところです。 

 これはたしか防災行政無線が新たにデジタル化していっていろんな形になりま

した。そのときの受令機の話のときに、私一般質問等いろんな中で、例えばＦＭ

受令機であるとか、それから今、同じＮＴＴでテレメッセンジャーの、昔テレメ

ッセンジャーってありましたね。ああいう関係のレシーバーがあるんですよね。

あれだともう結局、全国に売っているやつですから、物すごく安く上がるという

ことで、そんな考えもしたらどうでしょうかという話もしたんですが、それの一

環のトランシーバーということかなという気がしています。要は、テレメッセン

ジャーの場合にはＮＴＴ回線を使ってのやつですから。それはＦＭ放送の電波を

使ってやるのか、要はＮＴＴの回線を、電波を使ってやるかというような形で、

その方式はいろいろあるんですが、そんなのをやれば、今の受令機なんかも皆さ

んの家庭のは物すごい高いですね。機械自体。１０万ぐらい。もっとする。そう
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いうようなのを含めてが１点です。それが１点。 

 もう１点は、今後の方向性。今、今回、１２台ですが、今後まだ、これはずっ

と整備していかな。それに切りかえれば当然のように整備せなあかんところはあ

るかと思うんですが、今後そういうふうな整備の方向性は大体検討しているのか。 

 また、そういうような見方をしているのかというのが２点目です。 

 それから、自主防災のところの助成ですが、私これは別に悪いことでない、す

ばらしいことだと思うんですが、たしか前のときに除雪機を検討していると。各

小学校区に上限５０万のところで云々というような話があったんですが、これは

それぞれの小学校それぞれあると思うんですが、その小学校区、例えばそれは防

災時連絡協議会の関係だと思うんですが、そういう点がどうかというのと。 

 あと、それを入れたところの、それはそこの入れたところの管理状態になるん

ですが、そこらあたりが今後もずっとそういうことがあるのかということ。例え

ば、よそからも支援の動きがあればそういう対応をしていくのかという件も含め

てちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） 済みません。まず、マイナンバー制度の関係です。 

 今回の点検業務委託内容としましては、今現在の各事務事業の中で取り扱って

いる現状点検をレクチャーというか、まず研修を簡単に受けます。また、それと

ともに、実際の現場ですね。点検を実施していただきます。また、その点検結果

を踏まえて、また改善点、また指導点、そういったことを指摘していただくとい

うことを予定をしております。 

 それを受けまし、町としては今後の対応、また今回受けた実施した外部監査、

それを踏まえて来年度以降も継続して、我々のほうで自主管理しながら対応して

いくことを計画しております。 

 次に、７ページの携帯型トランシーバーの件でよろしいでしょうか。 

 これにつきましては、今現在、先ほど言いましたとおり１２台ということを今

計画しております。今までですと、合併前も含めて除雪車なんかにも移動型とい

うことで取りつけておりましたが、今回、現在はそういったところにはもう取り

つけはしないと。ここには。あくまでも災害時、また緊急時のパトロール、また

現場確認、そういった関係で、今現在必要最低限ということで、必要数というこ

とで建設関係、また農林関係、ライフラインを守る水道関係、そういったところ

での台数１１台と、また災害本部１台、それを含めて１２台を今計画しておりま
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す。 

 これは、携帯電話ですから、当然通信回線で専用の電話番号も振られますし、

なおかつＧＰＳ機能等も当然……。 

 このレシーバーにつきましては、個別の１対１の通話もできますけども、一斉

通話、またグループ通話、また強制的に今現在の場所を踏まえての通話、そうい

った機能もついております。 

 また、各社いろいろあると言うことを聞いておりますが、見積もり徴集等によ

り今回予算要求させていただき、実際には入札等も行い、契約をしていきたいと

考えております。 

○８番（上田 誠君） これ以上ふやさないんやね。方向性は。 

○総務課長（山田孝明君） 今現在はこの１２台ということで、今計画をしておりま

す。 

 ただ、今後必要性があり、また増設、台数をふやすということになれば、当然

予算必要になりますので、その点については今後検討していきたいと思っており

ます。今現在は１２台でスタートしたいと。整備する予定としております。 

 自主防災の補助金２１０万円です。今回の場合は、通常、先ほど言いました自

主防災組織、また連絡協議会への資機材に対する補助金です。その中には、今、

除雪機、小型除雪機関係、これは過去２年、３年前に１件助成、２分の１、３０

万限度の中で助成した経緯があります。 

 今、県の情報なんですけども、前回の全員協議会の中でもちょっと説明したの

は、小学校区に１台程度除雪機の設置に対する県の補助制度が防災課のほうで今

計画しているという情報をお伝えしたんですけど、まだちょっと詳細については

こちらも受けておりません。 

 なお、今、それ以外に県の市町振興課の補助事業、これは防災、除雪機だけの

話ではありませんが、集落活性化事業、そういった大きい県の補助事業がありま

す。そういった中に永平寺町が取り組んでいる自主防災でのいろんな資機材、特

に例えば除雪機関係をもし購入した場合の助成制度、そういったものについて今

内容を検討なりしていきたいと思っています。 

 ただ、これも各集落なり自主防災組織にちょっとお問い合わせをして、そうい

う計画があるかないか、これにつきましても早急に意向というんですかね。それ

を確認させていただきたいと思います。それによって、県の補助金も受けながら、

また町からも助成できる。そういった仕組みをうまくできないかなというふうに
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今検討を進めているところでございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） ちょっと聞かなあかんかと思って。今。 

 まず、マイナンバーのこれですが、これは毎年やらないかんのか。じゃない、

今回だけですね。 

 それとか、要は私言いたいのは、マイナンバーでいろんな形での費用が出てき

ているわけですね。毎回毎回のように。結局、トータルしたら結構いい値段にな

るし、最終的にランニングコストが結構かかってくるんであれば、費用対効果言

ってますが、そういうようなので非常にあれかなと。もう始めた以上は当然せざ

るを得んのでやっているんだろうとは思いますが、だから、そういう面では前か

ら苦言を言っているところが一つです。 

 それから、先ほどのトランシーバーの件ですが、これは当然、ランニングコス

トがかかると思います。通話料金の１年間、１台当たりこんだけかかる。要は回

線使用料ですから、１台当たりこんだけかかるよという点が１点。 

 それから、その保守点検というのが必要なのか。ある面では、今までやと防災

無線のあれだったら保守点検があったりとか、それから５年に一度の免許改定の

更新費用がかかるとか、そういうようなのがあるんですが、これがどうなるか。

ランニングコストがどんなもんかという点を、ほんならちょっとお聞かせいただ

きたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） まず、マイナンバーにつきましては、運用で、ハード的には

結構完璧になっているんです。いろいろな、もう本当に議会のご理解をいただい

て設備を入れさせてもらって。 

 ただ、運用する側がしっかりと個人情報とかいろいろ守秘義務、そういったも

のが守られているかというのが、国からチェックが入るようになります。先ほど

言いました、ことしは何市町か入る。永平寺も順番にそういったチェックが入る

ようになります。 

 今、役場内でもそういったいろいろなセキュリティポリシーとかいろいろやっ

ているんですが、やはり手落ちの部分があるのではないか。そしてまた、そうい

った専門家の見地でしっかりセキュリティであったり、マイナンバーを運用する

に当たってできているか、そういったチェックをしていただいて、役場内でこと
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しそういった運用をしっかりできるようにしていくというのがこの予算の目的で

す。 

 それと、今のＮＴＴにつきましては、ランニングについては総務課長からお話

ししてもらいますが、今までの無線機もランニングが結構かかっていまして、そ

ういったのも今説明しますので、よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） 今、防災無線の関係ですが、今までの旧３町村から受け

継いでいる移動型の無線機、これにつきましては、北陸電気通信局に登録しなが

ら、その中で定期の保守点検、また電波使用料等をお払いしております。それが

総額で約５０万ちょっとを超えております。これにつきましては、今年度の当初

予算ではそれは入れかえることを前提として見ておりません。 

 なお、新しくレシーバーを１２台購入するとなりますと、それにつきまして今

回線手数料、それが１２台で２万６，４３６円、これの今回９カ月分掛ける消費

税分、２５万６，９５７円を予算計上させていただいております。 

 なお、これ新規の導入機械の保守点検ということは、今現在聞いている範疇で

は経費はかからないというか、保守点検は特段必要ないというふうな形で報告を

受けております。ただ、ランニングコスト的には通信回線料が常時かかるという

のが現状であります。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 上田さん、よろしい？ 

 暫時休憩をいたします。 

（午前１１時５８分 休憩） 

────────────── 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 引き続き総務課関係の質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 金元君。 

○９番（金元直栄君） 私の提出している質問は３件です。 

 １つは、管理諸経費のところで会計年度任用職員制度導入の条例制定の問題で

す。 

 このやり方というのは、いわゆる非正規と言われるものの始まりを行政がある
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意味脱法的に合法的にしようということでやってきた制度を、今度は法律できち

っとせいとかしようということやと思うんですが、２０２０年の４月からの運用

だと聞いていますが。 

 この改定をすることで、いわゆるこういう人たちの処遇が改善されるのか。ま

た、処遇が悪くなることはないのか。例えば、きちっと制度化することによって、

いわゆるこちらの都合によって切りやすくなったりすることはないのかというこ

とが非常に不安がられている面でもあるんですね。そういう人たち。 

 ただ、行政がこれまでそういう職員をどう見てきたか、位置づけてきたのかと

いうことが非常に大事なんで、戦略として見ているのなら、やっぱり身分の保障、

これをどう条例の中で位置づけていくのか。そういうことは考えているのか。 

 単純に言えば、年度の一番最後の一日切りしてといいますが、普通、非正規で

も５年連続で勤めていますと、それはいわゆるその会社での直接雇用、永久就職

というんですか。そういうところに道を開くというのが法律の規定なんですが、

それをまた今までどおり抜けられるようにするのか。ここは大きい違いが出てく

るんではないかなと思うんですが、その辺どう考えているのか。また、どういう

改定をしていくのかというのをお聞きしたいと思います。 

 それに２つ目は、地域防災計画業務を変える、変更していくということですが、

内容については先ほど水防とか砂防とか、県のいろんな防災計画の変更に伴って

ということがあるんですが、特に３０年、ことしの豪雪でいろんな議会と語る会

でもいろんなご意見お聞きしました。実際、地域で頑張っている人たちと行政と

の連絡の問題なんかてはいろんな不安な声もいただきましたけれども、そういう

声をやっぱりちゃんと聞き取りをしながら、実情に合ったように入れていくのか。

ただ業者に一通り任せてしまうのかというところでは、やっぱり実態に合った計

画にしていく意味では、地震とか、この辺でいえば津波とか、それから考えたら

豪雪というのは頻度ははるかに高い。もう来年あるかもしれない。ことしの末か

らあるかもしれないということになりますから、ここは大事なところで、ぜひど

うなのかということを示してほしい。 

 ３つ目は、いわゆる自主防災組織への除雪機なんかの問題です。 

 私が示したのは、やっぱり学校区に１台程度。これは県の事業にもかかるかど

うかというのは別として、町独自にでもするのなら、やっぱりその導入した機械

の運用管理なんかの条件が出てくると思うんですね。例えば、うちの村の自主防

災組織で除雪機を入れると、町内の、区内の除雪はみんなせなあかんのかとか。
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いや、そこでなしに子どもたちの通学路、歩道確保が最優先やとか。しかし、県

道の横にある歩道の除雪まで区がするということはちょっと考えられんのです

が、そういう問題。 

 それと、除雪機の問題でいうと、例えば大野なんかでは導入しているんですけ

ども、トラクターへのいわゆるアタッチメントでロータリーの排雪するやつがあ

るんですね。これは、いわゆる何馬力とか、１０馬力程度のいわゆる小型除雪機

と違ってかなり強力な力になると思うんですね。こういうようなのの導入なんか

も対象になるのか。ここは本当に雪のときにはかなり幅もありますし、力もある

ということで、有効性はかなりいいんでないかなと。 

 ただし、圧雪になった場合はもうとっても太刀打ちができなということはあり

ますが、その辺どう考えているのかということをちょっと聞きたいですね。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） まず１点目ですけれども、会計年度任用職員制度関係。

これは、先ほどもちょっと説明させていただきましたが、今現在、本町において

も非常勤職員ということでフルタイムの方、また時間給という方いろいろおられ

ますけども、そういった中で任用し、また事務事業の一部を担っていただいてお

ります。 

 今回の国の制度の趣旨というか内容としては、今、働き方改革の大きなところ

にもありますけども、同一賃金、同一労働、これは一般職、正職員と一緒という

考え方ではなくして、非常勤職員がいろんな業務、業種でお願いというか、業務

に携わってもらっているわけですけれども、その方が働きやすく、また身分の保

障もする。また、賃金でお払いするわけですけども、それに対する期末手当。 

 本町も今現在は１時間幾らとか、また期末手当も年数に応じて増額を果たして

います。そういったことも含め、また身分の保障、また休暇とかいろんな処遇、

服務上の処遇、それも制度化して働く方にとって働きやすい環境をつくる。そう

いった意味が含まれていると思います。 

 ただ、これも今、本町とまたほかの市町では今現在を捉えてもその内容がいろ

いろ違っているのが現状であります。ただ、町としましては、少しでも本町で働

いていただき、また業務に精通していただくということも含めてそういう制度化、

また条例規則等も十分整備して、受け入れというか雇用体制を確立していきたい

というふうに考えています。 

 また、２番目の地域防災計画の件です。改定。 
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 これは、国のいろんな法律が変わったものですから、それは当然組み入れて改

正も必要であるかと思います。また、県の体制、県の考え方、方針、そういった

ものも組み入れますが、議員さんおっしゃられたとおり、今回の豪雪に対する取

り組み、これは検証ということ今、生活安全室を中心に、ことし２月、３月の状

況を詳しくまとめながら検証し、今後のベースというか記録としてもまとめる予

定ですが、その中でもやはり課題として残っているもの、また議員と語る会でい

ろいろ情報も教えていただきました。そういったことも踏まえての改定も当然、

業者任せではなくして、本町独自のものも組み込んでいくことを計画しておりま

す。 

 また、自主防災組織補助絡みの除雪機の関係です。やはり今回の豪雪の反省、

また現状を見た中で、この集落、自治会、また自主防災の動きの中でこういう、

本当にボランティアというか、お互いの共助ということでそういう小型除雪機を

使っての支援というんか、道路確保、また老老世帯、単身、そういう世帯への支

援、そういったもので使われたという実績もあれば、そういったことも含めての

対応ということになります。 

 今回、こういう、例えば除雪機等を対象とする場合には、やはり個人の品物で

はありませんので、あくまでも地域で管理していただき、運用もしていただきた

いと。また、そういう取り決めというか要項、そういうようなことも求められる

と思います。 

 今、前回の全員協議会の中で、県のほうで今、小学校区単位に１台とかという、

ちょっと私情報を言いましたが、まだ県のほうではそういったのは具体化はされ

ていなくて、今本町にも報告はありません。ただ、そういったことがもしなった

場合でもその地域地域での管理面、運用面、そういったものは細かく要項なり決

めてお示しし、なおかつそれに基づいて利用というか利活用していただくという

形になるかと思います。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 地域防災計画につきましては、ことしの雪、議会と語ろう会

ももちろんやりますし、この２年間、防災講座でいろいろ地域の皆さんのこうし

たらいいんじゃないか、そういったお話も聞いていますし、また、自主防災組織、

また防災士の皆さん、こういった皆さんのちょっといろいろを見ていただきなが

ら、やはり声を、数年間取り組んできた声を次につなげるための計画にしていき



 －287－ 

たいなと思いますので、また消防と、また関係機関と連携しながら、これはしっ

かりつくっていきたいと思っています。 

 それと、除雪機につきましては、まだ小学校区単位とか、県の方針がまだ決ま

っていませんのであれですけど、各集落で補助を使って購入していただく場合は、

やはり各集落で管理していただく、そういった形になると思いますので、よろし

くお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） いわゆる会計年度任用職員の問題ですけども、不安なのは、

例えば今の法律でいうと、非正規の人は５年勤めると正職員への道が開かれると

いうことですね。これは一日切りでそれを逃れているというんですが、現実的に

５年間いたらそういう扱いがどうなのか。そこをあんまり強調し過ぎると、逆に

言うと５年したらもうやめてもらうんやということにもなりかねないんやね。そ

こが心配なんですわ。 

 だから、僕は貴重な戦力として、ある意味町でやっと育っていただいた人につ

いては、どうやっぱりきちっと位置づけるか。 

 例えばですよ。再任用は別として、やっぱり若い人たちを採用するときには、

いわゆるワーキングプアと言われる金額で人を縛りつけておくというのは僕はち

ょっと考えられんのでないかなと。ここは考えてほしいと思っています。 

 それと、今言ったように一日切りがどういうことになるんか知らんですけども、

５年連続した後に、一日切りしていれば全然かからんのやというのは、それは行

政側の勝手な、国の勝手な、自分らがやってきたことの後づけというだけの話で、

現実的にはやっぱりそこらの身分をどうやっぱりきちっと位置づけるかというこ

とは大事なんで、そこは十分考えて。条件が悪くなるような、また不安を抱かせ

るような内容にはしないでほしい。そういう意味では、チェックもぜひ、僕らも

いろいろ見ながら、また勉強しながら指摘していきたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

 ２つ目は、防災計画ですが、本当にことしの豪雪については、特に雪のことに

関してはある意味いい教訓がたくさん出てきた。防災計画、その部分を豊かにで

きる条件が整ったということで捉えれば、非常にいい教訓だったということが言

えると思うんです。だから、それをどうまとめるかというのが非常に大事なんだ

ということを位置づけて、本当にこれはつくっていく職員の力になるようにして

いただきたいなと思っています。 
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 ３つ目ですが、ちょっとやっぱり運用についてはかなり指針をつくっておかん

と難しいんでないか。 

 これ一つの例として言いますけども、除雪機ですね。実は社協もたしか開口と

いうんか、幅１メートルのやつを、１００万ぐらいのやつを３台買ったと思うん

ですわ。１００万までせんのかな。それ実際、希望があれば貸し出しますという

ことで買ったはずです。旧自治体に１台ずつ置いてある。ここは翠荘に置いてあ

ると思うんですが、あれたまに使われているんですよ。ざおう荘の表の除雪大変

なときに公民館長が自分のところの軽トラで持ってきて除雪しているの、あれそ

うやろうなと思って見ているんですが、あんまり運用の状況がよくないんですね。 

 僕が言いたいのは、区で買ったもんは区で管理してくださいというんでなしに、

やっぱりその条件の一つに、ちゃんとした個人でもいい、オペレーターをきちっ

と決めて、個人管理をしないとうまくいかない。使用は区で使用するということ

でいいんですが。ただ、そのときに一定の条件があるのとないのでは。要するに、

管理している人の重荷にもなってしまうということで、考えてほしい。 

 あと、トラクターへのアタッチメントの問題なんかでも、それも適用される対

象になるのかどうかも。あるとすごくいいなと思うんですね。それは何でかとい

うと、トラクターの後ろにつくアタッチメントは高さもあるんやね。小さい除雪

機では、ことしは本当に。いわゆる高さというんかな。雪を切っていく高さの、

その高さをやっぱり数十センチ違う。１５センチ、２０センチ超えるともう機能

を発揮できないんやね。おった雪なんかは。横へのけられた雪なんかでも。 

 各集落では、林道への入り口とか農道への入り口とか、いわゆる通学路に使っ

たり、間道に使ったりするようなところも除雪で積まれますから、もうそこの道、

雪が完全になくなるまで通れない。そういうようなところはあけるときにはトラ

クター型アタッチメントなんかは非常に威力を発揮するんでないかなと思うん

で、その辺をどう位置づけていくのか。そこもちょっと聞かせていただくとあり

がたいと思うんですが。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） 最後にお問いのありました除雪機絡みの関係で、トラク

ターのアタッチメントとか、それにつきましては、現場現場、その状況に応じて

対応は異なるかと思います。 

 今、トラクターのアタッチメントという形になると、当然、本体、トラクター

の関係、当然個人なり会社というか組織の品物であります。それにそういう補助
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金というか、取りつけが可能かと思いますけども、今、小型除雪機の普及なりま

た管理運営、そういったことを今ちょっと取り決めというか、まとめる際に、ト

ラクター関係のも検討はしていきたいと思いますけども、汎用的に今町内全域を

見た場合にそういう件数というんかね。対象となるものがどれだけあるんか。今

現在もそれに使われている地域なり個人の方もおられると思いますけども、そう

いったこともちょっと情報を収集しながら、検討する内容としては含めていきた

いかなと思っております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 長岡君。 

○１６番（長岡千惠子君） 私が質問させていただいたのは、松岡木ノ下の町有地の

件なんですけれども、先ほど副町長のほうからこの土地は平成１年から町が所有

している町有地ですというお話がありましたけれども、実はこの木柵というのは

五、六年前になると思います。東側、南側、西側、３方向での木柵工事がありま

した。そのときの工事が今残っているものだと思います。 

 東側につきましては、隣接している土地に建物が建ちましたので、その土地を

埋め立てたときに中に入ってしまったということだったと思います。 

 南側に隣接している土地の所有者と西側を隣接している土地の所有者は全く別

の人ですけれども、工事が同じ時期にしたにもかかわらず、南側だけ新たに今度

工事をやり直して、西側については壊れているところだけ直すというのでは、傷

み方、老朽化しているという状況からいえば、同じときに工事をしていれば同じ

ような状況だろうと思います。普通の肉眼でも板目、くい等についてはかなり傷

んでいることが明らかに歴然としてわかるような状態になっているのも事実で

す。 

 そういったことを、一部手直ししたのでは、ここを前回の手直ししたときに五、

六年もったものが、今そういう仮の補修工事しかしなければ耐用年数も短くなる

と思いますし、お話を聞くところによると、南側は斜度をつけて防草シートを敷

くような工事にするというお話でしたし、西側については直立で立っているよう

な形になりますので、この曲がり角のところもどうなるのかなというふうに考え

ますと、やはりせっかく工事していただけるんであれば、南側、西側あわせての

工事をお願いしたいというふうに思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 
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○町長（河合永充君） 私も先日、ちょっと現場を見たんですが、今、先ほども言い

ましたように、売却ということも考えていました。ですから、今、本来ならＬ型

を入れたいんですが、相当なお金がかかるということもございまして、今回の補

修については、今言われたように、一旦直のくいをとって斜路にしばらくはして

おこうと。西側については、結構まだ、そんなに老朽はしていないんですね。真

ん中ら辺どの部分がちょっと崩れかけているんで、この部分についてはきちんと

して、くいを打ってベニヤというんですか。あれが入っている。このベニヤが傷

んでいるだけで、これを修復すればと判断をいたした次第ですが、再度現場を見

て一遍適正な判断をさせていただきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 長岡君。 

○１６番（長岡千惠子君） 実際にくいも下のほう、土に接しているところはかなり

くいも傷んでいますので、少し力を加えれば折れるというものも中に何本かあり

ますので、ぜひもう一回調査をして工事にかかっていただきたいというふうに思

いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） ２つ確認させていただきます。 

 説明書の６ページの右側ですね。庁舎管理諸経費の中のデマンド監視装置の設

置工事。これ、お答えの中で北陸電力のアドバイスも受けて設置したと。新設と

いうことですね。 

 確認したいのは、ほかの、本庁舎が初めてで、ほかの公共施設にもデマンド系

の設置を展開していくのか。もう今回のデマンド系の設置に関しては今回の予算

で当分は設置の予算はこれで、１件のみですかということを確認したいと思いま

す。 

 それから２つ目ですけれども、７ページの右側です。防災対策事業。これ、先

ほど金元議員のところでも出ていました。今回の大雪を、いろんな課題がありま

すから、それを反映させて防災計画を改定していくということです。 

 さらに、防災計画と同時に「業務継続計画も精査し」とあるんですけれども、

まず確認したいのは、今回の大雪で業務継続計画、ＢＣＰですか。これが機能し

なかった。災害発生時に業務をいかに継続していくかというプランです。それが

今回、大雪で機能しなかった。この計画どおりいかなかったのかという事実とい

うんですか。それに基づいて精査する。もし大雪で役場、役所の機能として継続

できないということであれば、精査して当然改定していくということになると思
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うんですけれども、この点について確認いたします。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） まず初めに、庁舎管理関係のデマンドの監視装置設置工

事関係です。これは、本庁舎に初めて新しく設置をするものであります。 

 今、議員さんお問いのこの庁舎以外の建物、学校とか体育館関係、電力が  

 に使うところがあるかと思うんですけれども、今、私の聞いている限りでは、

デマンド装置そのものは設置はないというふうに聞いています。 

 ただ、使い方ですね。……済みません。上志比支所ですね。今の地域振興セン

ターのほうですね。そこには……。済みません。ちょっと確認とれないので、ち

ょっと済みません。 

 通常、電力高い場合にはスイッチを一遍に入れないとか、時差を設けてやると

か、いろんな工夫をしていますんで。 

○１１番（川崎直文君） 内容はいいですわ。計画あるのかないのか、今回の予算で

出るのかどうかということを。 

○総務課長（山田孝明君） 今回は本庁のみだけでありまして、この機能が発揮され

ればほかの施設にも広げていくということも検討していきたいというふうに考え

ています。 

 また、地域防災計画の中での業務継続計画の件です。これは、今回の豪雪だけ

に限らず、地震とか風水害、台風時、いろんなときも含めてですけども、災害時、

また発生直後の混乱で行政機能、窓口業務を初め一般の行政サービスが機能不全

になることを避け、少しでも早期に多くの業務を実施できるように計画されてい

るものです。 

 今回の豪雪の反省というか、状況を見た場合に、まず何と何をやる。そういう

業務は当然必要ですけども、窓口業務、またいろんな申請業務、税関係、そうい

ったこともありますので、そういったことを再度精査しながら、その状況、状況

に応じた継続計画、それを見直し、つくり上げたいというふうに考えています。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） ２番目の確認ですけれども、ＢＣＰの内容の確認ではあり

ません。今回、業務継続計画いうのをちゃんと町は持っておるわけですよね。災

害起きたときにその計画に基づいて皆さん方がいろいろ対応していく。そのＢＣ

Ｐがありながら今回大雪、うまく対応できたのか、できなかったのか。できなか
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った、ここがまずいよ、精査して改定するのかというこの事実です。問題なかっ

たんですか。ＢＣＰは。うまく機能したということですか。その点なんです。ち

ょっと確認したいのは。 

 いろんな改定作業をするという計画は、その必要性があるということですから、

なるほど、じゃ大雪のときに対応できなかったから、ＢＣＰも改定しなきゃいけ

ない。お金をかけてやるんだよという。我々は納得しなきゃいけないわけですよ

ね。そこのところを教えてください。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） 今回の２月の豪雪時、本当に緊急事態というか、町とし

ても対応させていきました。そういった中で、やはり人的に高齢者の確認とか安

否確認、また連絡、そういった意味での動き、それは班体制をとってやっていっ

たわけですけども、それもやはり日常の、通常の業務も含めて進めながら並行し

てやっていった。それはそれでよかったわけですけども、そういったときにどの

ような割り振り、またどのような対応をしていくんか。今回の経験をもとにして、

計画の内容を再度精査して、変更するところは変更していきたいというふうに考

えております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） なかなか、実は今まで災害といいますと、地震とか水害、そ

っちに重きを置かれているところがありまして、正直、雪についてはどこか雪国

というのもあるのか、全国的に災害救助法もそうですが、雪に対してはなかなか

手薄なところがありました。 

 今回、雪についてもしっかり盛り込んでいくというのと、もう一つはやはり今

回、職員の配置であったり、また、今回はあんまり避難所とかは、この雪に関し

ては避難所は余りあれだったんですが、もう一度そういった中で連絡の仕方。 

 防災講座へ行っていますと、一時避難所の場所をなかなか知らなかったりとい

う方もいらっしゃいます。それは行政側で集落センターですよとかやっていたん

ですが、その集落センターが実はここ危ないよというのもたくさん声を聞いてい

ます。やはり地元の皆さんと一緒につくっていく。全ての皆さんとはちょっと無

理ですが、そこは自主防災の皆さんであったり、そういった方々とつくっていく

という、そういった、永平寺町に適した計画といいますか、人のそういった動き

とか。即した、そういうふうな。ありがとうございます。そういった形の計画に
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していきたいと思います。 

 実際、今回反省すべき点は、いろいろ職員の配置とかいろいろ決めてあったの

が、雪のときに、雪はじとっと来ますので、雪のときになかなか決めたとおりに

できなかったというのは事実です。そういったものをもう一度しっかり見直して

やっていきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） 私も何点か質問しているんですが、まず、会計年度任用職

員制度、大体の内容はわかったんですが、いわゆる委託するというのは、やはり

法的整備というところもあって、そういうような明るいところでやるということ

で、要は職員でやればいいのではないかなと思っているんですけど、そういう観

点から委託するんですかってちょっと確認をしたいのと。 

 ２つ目には、人事評価制度の研修委託というんですが、要は今まで人事評価や

っていらっしゃったというのはお聞きしているんですけども、その物差しという

か、それをばらばらという言い方は変なんですけども、少し人によって評価の仕

方が少し違うのをやるということでということだろうと思うんですけれども。要

は委託先なんですが、民間の企業が人事評価するようなところなのか、それとも

行政の中で人事評価するようなところの業者なのか。違いがあるんかどうかわか

りませんけれども、一般的な企業も含めてのところなんでしょうか。 

 それと、町有地のやつですけれども、場所と理由は、使用目的はわかりました。

今の幼児園の土地に関連して、またむしろそこへ建てるんなら駐車場とかいろい

ろ必要になるというようなこと、たしか以前聞いたかなとは思っているんですけ

れども。そうしますと、今、３０年度予算化している、将来的にどうするかとい

うところの中で、３２年に結論出ると、それによってここをどうするかというこ

とも明確になってくるということでよろしいんでしょうか。今年度か。今年度。 

○ 町長（河合永充君）その中にこういった土地もあるというのを提案します。 

○２番（滝波登喜男君） ３０年度に予算化して方向性を定めるということなので、

それによってここの土地がどうするかということが明確になってくるということ

でいいんでしょうか。 

 それと、防災計画の見直しなんですけれども、先ほど来出ている大雪の対応で

すけれども、たしか１０月に今回の大雪に対してきちっと対応とか今後のことも

ありますから、もうそれ以上先になると来年また大雪になったらあかんというこ

とで、多分１０月に出しますよというようなことはありました。 
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 それと同じ時期にこれ計画ができるんでしょうか。それとももっと。それも踏

まえて先にということなんでしょうか。いつごろつくる予定なのかなというのを

聞きたいんです。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） まず、会計年度関係のことですけども、これにつきまし

ては、やはりこの制度を熟知し、また当然条例とか規則関係の作成が伴いますの

で、そういう、新しく全国が取り組もうとしていることなんですけれども、そう

いう専門業者に委託を、入札によって決めて委託業務をしたいというふうに考え

ております。その中には当然、研修会というか、現状を十分に、町の実態を調査

した上でそれを制度に反映させるということになるかと思います。 

 また、人事評価研修の件です。本町においても人事評価の実施要項なり、取り

扱い、そういったものを定めております。その中で、制度の公平性を保つために

いろんな取り決めなり、こういう基準で協定、採点、例えば１、２、３、４とか、

そういうような明記はしております。 

 ところが、それを実際に各課の所属の評価を当然重ねていくわけですけども、

やはりそこに差異があったり、また同じ見方で同じ状況で客観的に見ると。そう

いったところの統一、また逆にそういった見方をするにはどういうふうに指導と

いうか、指導監督も含めてですけども、そういったことが求められますので、そ

ういった専門の業者というかコンサルタントですけども、をお呼びして研修会を

実施したいと思います。 

 本来ならことし２月を予定していたわけなんですけども、ちょっと豪雪の関係

で急遽できなくなったということで、今、予算をお認めいただければ、人事評価

も毎年２回、９月３０日基準、また３月３１日基準、２回行っておりますので、

前期の評価に間に合うように、そういうふうに取り組むことを計画しております。 

 また、防災計画絡みですけれども、今、今回の豪雪、本当に皆さんのご協力で

何とか乗り切ったわけですけども、その際に取り組んだ町の取り組み、また町内

の委託業者を含めていろんな方の取り組み状況、そういったのをきちっと報告を

まとめながら、なおかつ検証し、今後の活動というか、そういう被害に遭った場

合に生かすということを含めて検証報告書を作成したいと思っております。 

 今、私的にはできるだけ早くとは思うんですけども、いろんな県への事務報告、

決算、成果、そういったのをまとめながら、今何とか９月ぐらいまでにはしたい

かなと。 
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 ただ、その内容を今地域防災計画にも生かしているわけですけども、地域防災

計画の見直しの改定作業等につきましては、また入札で業者、委託先を決めるわ

けですけども、そことも調整しながら十分内容精査は必要と思われますので、今

ちょっと時期的にはいつというのは、ちょっと今の段階で申しわけありません。

ちょっと説明できないような状況です。 

○議長（齋藤則男君） 副町長。 

○副町長（平野信二君） 町有地利用につきましては、議員のご発言いただいたそう

いう考えで今のところは、３０年度で大体土地利用ということで決まればその方

向でいきますし、もしその中に含まれないならまたそのときに、またご報告させ

ていただきます。 

○議長（齋藤則男君） 通告者の質問はありませんか。 

 なければ、関連質問を認めます。質疑ありませんか。 

 上坂君。 

○１番（上坂久則君） さっきのデマンドの件ですけども、デマンド系を抑えるとい

うことは最大ピークを、とまったところで電気代が決まりますから、それを一定

限度制限することによって電気代が安くなると。そうすると、これ、制御はコン

ピュータでやるんですか。自動制御するように。それとも人間がやるの。いや、

装置があっても、針が上がってくるときに見ながら電気切るなんていうこと自身

は全くナンセンスな話やし。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） 去年、ピークを超えたのが二、三回だけだったらしいです。

その３回が超えてしまったんで基本料金が高くなるということで、今回はこの装

置をつけて、超えそうになるとピーピーピーと音が鳴って、総務課のほうで手動

でちょっとエアコンの温度を上げたり、使っていないところの部屋を確認したり、

そういったふうな形をやっていきたいと思います。 

 これも一般質問で言いましたが、年間１億２，０００万電気代がかかっており

ます。これは水道も学校も全て入れて。６％上がって７００万の中でいろいろ北

電さんに見ていただいた中で提案いただいた一つですので、またこれから、いろ

いろな形でＣＯ２削減の意味も込めてデマンド、こういったものを取り入れて経

費節減にもつなげていきたいというふうには思っております。 

○１番（上坂久則君） まあいいわ。やめとくわ。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。中村君。 
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○１４番（中村勘太郎君） 手を挙げんかったら、しろしろと言うもんで、させてい

ただきます。 

 先ほどから何点か各議員、皆さん聞いておられて確認できております。その中

で、防災トランシーバーの件ですね。これにつきまして、理由は今まであったこ

れが老朽化し、また更新が３５年でデジタル化に切りかえなくてはいけないとい

うことでの追っかけごっこになると。どちらのあれが今対応できるかということ

での整備にかかったということで、これについて可決、この議案が可決された場

合のことですけども、これいつごろ整備する予定で。 

 なぜかというと、今、これ出水期を迎えていますんで、できるだけ早くちゃん

ともう決議されたらすぐ購入できる、備えられるというぐらいの対応を早急にし

ていただきたいなということで要望をしておきます。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） 今回、補正予算でお認めいただければもうすぐにでも対

応したいと思います。 

 また、先ほど言いましたけども、今現在ある無線機の更新とか保守点検、当然

今行っていないのが現状で、そういった中で新しく入れる機器が即、そんなこと

あってはならないんですけども、対応できるように購入計画というか、契約計画、

早急に取り組んでいきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。奥野君。 

○１３番（奥野正司君） ４ページの右側、観音町駅の駐車場新設でございますが、

この用地は先ほどご説明ではえちぜん鉄道の用地ということでございましたが、

えちぜん鉄道さんの土地に、えちぜん鉄道さんも観音町駅が慢性的に駐車場が不

足しているということは２年前に本社でお聞きしたときも認知されておりまし

た。 

 今回、軽自動車で４台程度ということでございますけども、これはえちぜん鉄

道の土地ならばえちぜん鉄道が自分で需要というんか要望を満たしていないこと

はし重々知っているはずなので、えちぜん鉄道さんは自分でやらないのでしょう

か。お伺いします。 

○議長（齋藤則男君） 暫時休憩をいたします。 

（午後 １時４４分 休憩） 

────────────── 
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（午後 １時４４分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 １３番、奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 何か心温まるようなお話でございますが、いずれにせよ現

実に供給が不足して困っている状態が少しでも緩和されればいいというふうに思

います。 

 そこでお伺いしますが、既存のパーク・アンド・ライドとしてのえち鉄の駐車

場は、キャパは何台ですか。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） これは先ほども言いましたが、平成２１年に整備をしま

した。その際、計画では２０台の利用可能ということです。ところが、通路とか

がありまして、大きく通路をあけてあるもんですから、キャパ的にその空間を利

用して今現在は４台、５台が置いてあり、２０台といいながら二十四、五台が利

用しているという状況です。 

 ただ、曜日によっては少ない。そこら辺はいろいろ利用者の方のあれによって

変わっているかなとは思っております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 昨年かおととし調査したんですが、そこにパーク・アンド・

ライドじゃなくてとめられている方もいらっしゃいます。そういった方について

は、今、何日間かとまっている車については、えちぜん鉄道さんと連携をとりま

して、ちょっと張り紙を張らせていただいたり、そういった形をとらせていただ

いています。 

 結構あそこに来て、ないからまた違うパーク・アンド・ライドに行かれる方も

いらっしゃるようで、島橋駅のそばでも今大きいのをちょっとえち鉄さんが計画

されていますし、その地域の発展のためもありますが、町民の方がそういったと

ころを利用してバスで行ってもらえるというのも大事かなと思いますので、よそ

のパーク・アンド・ライドともやっぱり連携をとりながらしっかりやっていきた

いと思います。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 現地へ行けばおわかりのように、えち鉄の説明、自分の土

地のパーク・アンド・ライドのキャパを全部全線にわたって表示した地図があり
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ますけれども、そこでは２１台やったかなと思ったんですけど、２０台かそこら

辺だと思います。現地へ行きますと、後ろのほうに縄で、地縄で仕切ってあるの

が１３台、前の線路側に６台と２台ですかね。２１台分たしかあったと思うんで

す。その横の３台は特定の方がとめるように掲示板が立っています。一般の方の

用地ではないと思いますが、今ご説明のように、地縄で区画をしてないところに

皆さん上手にお互いに詰め合わせて二十六、七台、八台ぐらい、出入り口にもう

２台の、出たり入ったりはできませんが、片側だけとめて出入りはできるように

するとか、いろいろ利用者の方々が工夫をして最大限に使っているのが現実です。 

 それからもう一つ、常時とめていらっしゃる方もあります。近隣の方は常時知

っていらっしゃって、あの車とあの車とあの車とあの車はいつもとまっているん

やというふうにご指摘される方もいらっしゃいます。これも今ご説明ありました

ように、年に一回程度は張り紙をするとか、そういう実態を調べて移動していた

だくと。 

 ちょうどたまたま春先過ぎですか。あそこ、観音町駅は自転車置き場も満杯に

てってがちゃがちゃになっていて、キャパ不足、容量不足なんですけども、自転

車をちょうど張り紙をして、この前もたしか１０台分ぐらいですかね。これはも

う撤去しますよという。何日前に移動なければ撤去しますという整理をされたの

が、あれ５月にはそういうふうになっていましたね。ですから、駐車場における

車もぜひそういう整理は必要やと思います。 

 それから、えち鉄の本社も観音町駅が非常にキャパに対して需要が高いという

ことは知っていらっしゃって、土地を提供して使える土地があればというお話が

ありましたが、自分が持っていてそれに気づかなかったというのは今回わかって

非常にいいんですけれども、近隣にそういう提供してもらえるような土地がある

のか。あるいは、そういう調査はされたことがあるのかお伺いします。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） 済みません。今、ここ近年そういう観音町駅周辺でそう

いう可能地というか、可能性なりそういう意向のあるような土地があるかどうか

調査したかどうか、ちょっと今現在私承知しておりませんので、済みません。 

 それと、今議員さんおっしゃられた常時車を二、三台とめている人がいる。そ

ういったことに関しては、今、こういう時期ですから調査しまして、また地元の

情報なんかも得て注意喚起というんか協力、そういったものを対応したいと思っ

ております。 
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 また、自転車につきましては、放置自転車ということで、観音町駅にこだわら

ず、ほかの駅も含めて今の４月終わりから５月ですか。ちょっと調査を、住民生

活課とかいろんなところと連携しながら対応しております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。３回を超えていますので。 

 ほかにありませんか。 

 なければ、次に移ります。 

 次に、財政課関係、３ページを行います。 

 通告の回答を含めての補足説明を求めます。 

○財政課長（山口 真君） それでは、通告いただきました財政課関係、３ページの

歳入についてご説明いたします。 

 ご質問では、財政調整基金と、それから合併特例債についてのご質問でござい

ます。 

 まず初めに、財政調整基金について申し上げます。質問は、財政調整基金の推

移と今後の計画というようなご質問でございます。 

 財政調整基金の推移についてですが、合併当初の平成１８年度末における残高

１０億９，６００万円をスタートといたしまして、毎年増加しておりまして、平

成２８年度末では２９億７，９００万円まで積み上がってまいりました。そこで、

平成２９年度において教育施設整備基金等き特定目的基金へ約１７億円振り替え

たことにより、平成２９年度末の残高は１３億７，７００万円となっております。 

 今後の計画についてでございますが、これまでは地方財政法第７条第１項によ

り、前年度の歳入歳出の決算における剰余金の２分の１を下回らない額を積み立

ててまいりました。また、一般的に言われている財政調整基金の適正規模は、標

準財政規模の１０％から２０％程度とされています。本町におきましては、平成

２９年度の標準財政規模が６０億３，０００万円ですので、約６億円から１２億

円程度ということになり、この水準は今後も維持することとしております。 

 次に、合併特例債についてでございますが、合併特例債の推移、それから計画

と償還というご質問、それから合併特例債の年度別発行高、合計発行高と発行可

能残枠、年度別償還予定額と、うち国補塡額、うち町返済負担額の今後の状況を

示されたいというようなご質問でございます。 

 合併特例債の年度別発行額、推移と言ってもいいと思いますが、発行額を申し

上げますと、平成１８年度５，３５０万円、１９年度３，０６０万円、２０年度
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２，０００万円、２１年度ゼロ、２２年度１億円、２３年度２億５，８００万円、

２４年度４億１，０００万円、２５年度１億８，４００万円、２６年度８億８，

１００万円、２７年度９億８，７００万円、２９年度８億９，９６０万円、２９

年度７億２，１３０万円となっております。これまでの発行総額は４５億４，５

００万円でございます。 

 本町の発行可能限度額は９４億１，６００万円でございますので、発行可能残

枠としましては４８億７，１００万円となります。 

 次に、合併特例債の年度別償還予定額ですが、平成２９年度の元利償還額は７，

３４７万円、そして今後ですが、平成３０年度が１億５，４０５万円、３１年度

が２億５，４５１万円、３２年度が３億２，４２０万円、３３年度が３億４，７

３４万円となっております。 

 このうち７０％が地方交付税の算定に係る基準財政需要額に算入されますの

で、それぞれ５，１４３万円、１億７８３万円、１億７，８１６万円、２億２，

６９４万円、２億４，３１４万円が国から配分される地方交付税に含まれること

となっております。 

 したがいまして、町の実質返済額はそれぞれ２，２０４万円、４，６２２万円、

７，６３５万円、９，７２６万円、１億４２０万円となります。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を許可いたします。 

 先に、通告者の質疑を許可します。質疑ありませんか。 

 上田君。 

○８番（上田 誠君） 前、ちょっとこのときも言ったと思うんですが、当然これは

今後のいろんな計画が入っていない償還も含めての値になっているということだ

と思います。 

 一応、当然財政になっていくときにはそれを見越しているとは思うんですが、

今後、例えば今言う長期計画であるとか、そういうものも当然していかなあかん

形ですね。そのほかに、例えば借りる要素というんか、そんなのは見越すという

とおかしいですけど、大体考えてはいらっしゃるんでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 財政課長。 

○財政課長（山口 真君） 当然、中期財政計画等々をお示ししたと思いますけども、

それについては具体的にこの事業で幾ら借りるというような具体性少しない状況

です。 
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 ただ、これまでの流れから、合併特例債が使える間はできるだけ合併特例債を

借りるということにしております。 

 それから、前も言いましたが、３年後、４年後の事業を今見越すといいますか、

具体的にちょっと見通せない部分がありますので、それらについては普通建設事

業というのが大体このぐらいになるだろう。それは今までの実績から判断をして、

大体これぐらいになるだろうという予測でやっておりますので、そういう意味で

は具体的に先に幾ら幾ら借りるというような、そこまではちょっと出しておりま

せん。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） 中期財政計画は私は定期的にやっぱりちょっと出していただ

くと。財政計画は当然５年とか１０年とか当然ありますけども、その中間である

程度、当然いろんな事業とか変わってきますので、その都度それをある程度細か

く提出いただければ幸いかと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 合併特例債、またあと５年間延長になりました。ただ、使い

切った自治体もありますし、うちはまだ四十数億円ありますが、それを無理に使

おうとはしません。 

 ただ、今回、いろいろな再編計画とか今から取り組んでいく中で、そういった

ものに使う。また、解体、ここはもう解体しよう、やめようといった場合も合併

特例債の対象になります。 

 合併特例債って実は結構と言ったら怒られますが、便利というか、使いやすい

あれになっていまして、解体とかそういったものはどちらかというと町費でしな

ければいけないのがこの合併特例債の場合は適用されるということで、そういっ

た面で、将来に負担を残さないために合併特例債というものがあると思っており

ます。合併の特例なんで。 

 そういった面で、前倒しになる部分もこれから出てくるかもしれませんが、そ

ういった点ではこの合併特例債、有効に活用させていただきたいというふうに思

っております。 

○議長（齋藤則男君） 財政課長。 

○財政課長（山口 真君） もう１点、補足させていただきます。 

 中期財政計画については、時点修正を毎年行おうということでやっております。
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もうすぐ２９年度決算も出ますので、そういったものも含めて近いうちにといい

ますか、時点修正した形でまたお示しできるだろうというふうに思っております。 

 それから、今後の合併特例債についてですが、今町長申し上げましたように、

大変有利な起債ではありますが、何でもかんでもというわけにはいかないと思っ

ております。 

 それと、今後は公共施設の改修であるとか更新、そういったものに将来的には

費用かかるだろうという予測もしておりますので、そういったものに使えればと

いうふうに思っています。 

 ただ、皆さんご存じのように、実質公債費比率がその分高くなります。その辺

のことも見ながら、あるいは毎年の公債費償還額が膨らむ形になりますので、そ

ういったものが財政を圧迫する、あるいは硬直化させる要因になりますので、そ

の辺もあわせて考えながらいきたい。 

 それから、今は合併特例債何でも使いやすいというところがあるんですが、一

応合併時の新町計画に載った事業というのが原則でございますので、そのあたり

もそういったものにあわせた形での使い方になろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） ほかありませんか。 

 １３番、奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 町の債権の残高合計が今年間売り上げの何倍あるかという

んか。何倍もないと思うんですけども、仮に売り上げといいますか、収入から比

べてすると、その範囲内でございますか。債権の合計額は。残高は。収入という

んか、歳入の。ごめんなさい。 

○議長（齋藤則男君） 財政課長。 

○財政課長（山口 真君） 収入というのがちょっとありますが、町税だけではなく

てでしょうかね。 

 町の歳入といいますと、年間予算額のとおり大体９０億ぐらいでございますね。

ただ、それは今言う起債も含めての金額でございますので、そういう意味では歳

入は９０億ぐらい。現在の町債の残高、２９年度末では９２億ぐらいです。そう

いう意味では、予算規模と残高が同じぐらいというような状況でございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 なければ、暫時休憩をいたします。 
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（午後 ２時０２分 休憩） 

────────────── 

（午後 ２時１５分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 次に、総合政策課関係、９ページを行います。通告の回答を含めての補足説明

を求めます。 

 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） それでは、９ページ左側のＩｏＴ推進事業につきま

しては５名の議員さんから、右側の地域未来投資促進事業につきましては６名の

議員さんから通告をいただいております。順にご説明させていただきます。また、

関連のある質問についてはまとめてご説明させていただきます。 

 まず、ＩｏＴ推進事業でございますが、四季の森文化館をＩｏＴ推進センター、

仮称ではございますけども、そういった活用をするという関連で、現在の傘松閣

の活用をどうするか、また職員の配置はあるのか、名称はどうするのかというこ

とでございますけども、傘松閣につきましては、現状のまま活用を考えておりま

す。 

 また、職員の配置につきましては、１名の配置を予定しておりまして、まちづ

くり会社への出向を計画しております。 

 名称につきましては、今後十分検討していきたいというふうに思っております。 

 次、自動走行を初めとしたＩｏＴ技術の開発、定着といったところで、当町で

展開できる事業、産業をどう捉えているかということと、地元企業と県外企業の

連携とはといったことで、自動走行の実証実験を通しましてさまざまな企業、個

人の方が当町を訪れていらっしゃいます。 

 例えばですが、中央省庁を含め経済産業省、総務省の北陸総合通信局、国土交

通省、中部運輸局であるとか、また産総研、また産総研グループであるヤマハ発

動機、日立製作所、豊田通商、慶應大学といったところ、またパナソニック、パ

ナソニックの社内ベンチャー企業でありますＰＤＣといった企業、またシンクタ

ンクと呼ばれる野村総研、日本総研、日本郵便株式会社であったり、早稲田大学

の有賀先生を初めとする研究室の学生であったり、またＮＴＴ西日本、ＮＴＴド

コモとかソフトバンクといったような企業さん。 

 個人としましては、ＩｏＴのキックオフで講演をいただいた東京大学の西岡先

生であったりとか、元伊藤忠商事の福井事務所の所長をしていらっしゃいました
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小島先生。この方は、ＩｏＴのアドバイザーとして今後町のほうで活躍していた

だきたい。済みません。この方は地域力創造アドバイザーということで国の登録

を受けていらっしゃる方です。また、地元の吉野区の経営コンサルタントであり

ます方、吉岡さんという方。これは今ほど言いましたアドバイザーとして協力い

ただきたいというふうに思っております。また、モータージャーナリストの桃田

健史さんという方、せんだってちょっとテレビのほうでも出演されておられまし

たけども、そういった方々。あと、町長のお話にもありましたシリコンバレー出

身で地元の企業のほうでソフトウエアの開発者として活躍していらっしゃるカン

ザダ・アミルさんという方ですけども、そういった方が本町を訪れていただいた

というようなことがございます。 

 そういった形でいろいろな方々が本町へ訪れている中で、新たな産業の創出、

地元企業との情報交換とかそういったことでマッチングができないかと、そうい

うふうな形で機会を提供していきたいというふうに考えているところでございま

す。 

 今、自動走行の車両には画像処理ですとか、３Ｄ地図を処理解析する技術、セ

ンサーカメラによる障害物を認識する技術とか、いろいろな最先端の技術が車両

に組み込まれております。そういった形で、このような技術を使って地元の企業

さんが何か課題があった場合にそういったセンサーの技術を活用しまして、イン

ターネットを経由してクラウド上でデータを蓄積しながら、そのデータをＡＩの

技術で解析して問題を解決していくといったような形で地元の企業さん、商工会

のものづくり企業を初めとして地元の企業さんの活性化につながればというふう

に考えているところでございます。 

 そういった形で展開できる事業としまして、特にこういった部門ということで

はなくて、企業の課題を通して、民間企業同士の交流等によりまして柔軟な発想

で新たな産業、新たな取り組みが生まれてくればいいなというふうに考えている

ところでございます。 

 費用対効果につきましてですけれども、企業における人手不足の解消ですとか、

業務の効率化、生産性の向上といったことを考えますと、ＩｏＴ導入というのは

非常に効果的であるというふうに考えております。 

 ＩｏＴ導入の直接の効果ということではございませんが、先ほど言いましたパ

ナソニックの社内ベンチャー企業でありますＰＤＣという会社、これは自動走行

でいろいろなつながりの中で生まれてきたつながりの中で、観光案内所のＡＩコ
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ンシェルジュの導入をＰＤＣという会社を通じて計画しているというようなこと

で、人件費の削減等にもつながっているというふうな形で、いろいろな形でつな

がりが生まれているというふうに考えております。 

 あと、今後の方向性ということでございますけども、自動走行関連に限らず、

農業とか介護、防犯、除雪とか教育といったあらゆる分野で応用していただいて、

地元企業とマッチングするというようなことを創出していきたいなというふうに

考えております。 

 まちづくり会社の経営を含む位置づけということで、ＩｏＴ推進ラボの運営に

つきましては、今後も継続した業務としてまちづくり会社へ業務委託していきた

いというふうに考えておりますが、まちづくり会社としましても、自立していく

ために運営方法とかいろいろ検討しながら、経営の一端を担う業務として発展す

るように努めていく必要があるというふうに考えております。 

 次、補正額６５７万９，０００円の具体的な内容と講師謝礼、特別旅費などマ

イナスの数値はどういうことかということでございますが、永平寺町ＩｏＴ推進

ラボの運営業務をまちづくり会社へ業務委託するための業務委託料として３６２

万７，０００円で、講演会やセミナーなどの年間５回程度の開催、またアドバイ

ザーによる企業との勉強会等を５回程度開催する計画をしておりまして、こうい

った取り組みを継続して行いながら地元企業のＩｏＴを推進する、いわゆるＩｏ

Ｔ推進ラボの運営に必要な経費というふうに考えております。 

 また、四季の森文化館をＩｏＴ推進センターとして地元企業と町外、県外企業

の交流促進の場として活用していく。また、それ以外の活用方法について研究を

するといったことで３１８万円の予算を持っております。 

 それらを合わせた中で、講師謝礼とか特別旅費につきましては、先ほどのＩｏ

Ｔ推進ラボの運営業務の中に盛り込んでおりますので、予算流用をしております

ので、そういった形で減額とさせていただいているところでございます。 

 維持費の計上はということで、施設の維持費につきましては、今年度は資料館

の施設管理諸経費ということで生涯学習課のほうの予算のほうで計上していると

ころでございます。 

 次に、地域未来投資促進事業でございますが、２９、３０と５００万、来年度

もということでございますが、３１年度の推進交付金につきましては、開発事業

者の実施計画を確認しまして精査する必要がありますが、現時点では金額につい

ては明確になっておりませんが、地方創生の推進交付金制度の性質上からしまし
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て同額もしくはそれ以下というふうに考えております。 

 永の里１，０００万、どんな計画になっているのかということでございますが、

これは５月の全協の勉強会でもちょっとご説明させていただきましたが、販路拡

大のための新たな商品開発事業の市場調査ということと、主要商品のテストマー

ケティングあるいは永の里における発酵関連の新商品開発を推進する試験研究施

設の詳細設計など等で１，０００万ということで支援するということでございま

す。 

 地域経済牽引事業になるのかということでございますが、それと事業に対して

の当町のメリットはということでございますが、地域の特性を生かして付加価値

を創出する、地域の経済波及効果がある成長性の高い新たな分野への取り組みと

いうことで、国からの基本計画の同意を得まして、地域経済牽引事業計画を県か

ら承認をいただいております。また、企業も地域未来牽引企業ということで選定

を受けているところでございます。 

 こういったことから、地域再生計画に基づきます地方創生推進交付金による交

付決定を受けておりまして、地域経済牽引事業として国も支援しているというと

ころでありまして、雇用の創出、交流人口の増加による地域経済の好循環等々効

果が期待できるということから、当町も支援を行っているところでございます。 

 最後に、永の里の経済効果をどれぐらいと見ているのか。雇用はどれくらいか

ということでございますが、これは町独自での経済波及効果分析ツールというも

のを利用しまして簡易的に分析しますと、２次波及効果というところまで出しま

すと、約６億円という結果になります。 

 雇用につきましては、開発事業者の事業計画では、開発事業者の正規社員の直

接雇用としまして８名という計画になっておりますが、これはあくまでも開発事

業者のみの雇用計画でありまして、計画されている工房とか試験研究施設以外、

第１期の開業、次の開業も含めましてさらに業務を拡大していくというようなこ

との計画も含めますとさらにふえるというようなことが考えられると思っており

ます。 

 以上、説明とさせていただきます。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を許可いたします。 

 先に、通告者の質疑を許可します。 

 小畑君。 

○７番（小畑 傳君） 今ほど説明を受けましたけども、その中に一番肝心な傘松閣
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じゃない、傘松閣もどきだと思うんですが、傘松閣の活用ですね。これはもうで

きてから相当たちますが、我々も何かいい活用方法ないかなと思っているんです

が、どうしても立地条件が悪くて何か使い心地が悪いというんですか。非常に高

額な投資をしている割に、まことにもって利用価値のないものになっているなと。

もう少しここらあたり。これは範疇は生涯学習課ですか。この傘松閣の範疇とい

うんですか。四季の森文化館は。今度は総合政策課へ移るということですか。ま

ずそれをお聞きしたいのと。 

 この利用をどうしたらいいのかなと。もう少し全町的に考えないと。あれ十七、

八億投資しているんじゃないかなと思うんですが、本当に利用されていないと。

これほど無駄なものないなという感じがします。もう少し考える必要があるとき

思うんですね。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 四季の森文化館、あそこの大体人件費別で一千五、六百万円

かかっております。ずっと議会からも何か有効な利用がないか、ないかというお

話をいただいている中で、今回、自動運転を通じて今課長言ったとおりいろんな

企業が集まって、また学生も集まってきて、やっとというと怒られますが、一つ

の大きな流れというか、人が集まる一つの核となるものが号できるかなというこ

とで、今回、まずは四季の森のほうをそういったＩｏＴセンター、永平寺町に訪

れた方とまた永平寺町の企業の皆さん、県内の企業の皆さんのマッチングの場と

して新しい産業、またそういったイメージがつくことによっての企業誘致、選ば

れる町、永平寺町は先進的なことをやっている、じゃ永平寺町でという、そうい

ったことに利用できるかなということで、今回四季の森をＩｏＴセンターとしま

して、お隣の傘松閣につきましては、またそこにいろいろな人が集まってきます

し、また文化祭のときはそのままお茶会とかかるた大会とかは、これ今までどお

り使っていただけるんですが、またそこに人が集まってくることによって傘松閣

の使い道とか、そういったヒント、また有効な提案も生まれてくるかなというふ

うに今思っております。 

 町としましては、自動運転のもちろん確立も大事なんですが、一番の目標にし

ているのがやはり地元企業にどのように技術とか、来ている人たちとマッチング

してもらうか。そして、企業誘致に結びつけるか。そこが大事になってきている

と思います。多くの人が来るようになってきましたので、役場とその人たちがつ

き合っているのではなしに、地元の皆さんと、農業も全てそうなんですが、つき
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合っていただいて新しい技術に触れてもらうとか、自分で新しい産業をつくると

か、また福井、よその県、町外の方が永平寺町で産業を興すとか、そういったの

に結びつけれるようにやっていきたいのがこのＩｏＴ推進センターの大きな目的

だと今思っております。 

 四季の森につきましては、一段階今やっと使用目的、まだこれもやってみて、

なるべく町もそこに人が集まるような政策をしていかなければいけませんが、そ

ういうふうにしていきたいと思っております。 

 それと、今、四季の森にある古民具につきましては、今松岡公民館を改修して

いますのであのロビーのところで月がわりとかそういったのでどんどん展示と紹

介、気軽に来れるところで紹介するのと、四季の森の地下には貯蔵庫になってお

りますので、そこにはしっかり保管していって、町の歴史文化、また町民の人が

歴史とか文化を知りたいといったときには生涯学習課のほうに言っていただけれ

ば、そこでいろいろな資料が出せる、そういった整備を今進めていますので、ま

ずは今、今回、一つ有効に利用できるきっかけが生まれたということでご理解い

ただきたいなと思います。 

○議長（齋藤則男君） ほかありませんか。 

 金元君。 

○９番（金元直栄君） 私は、維持管理費は別なのかというんで、それは１，５００

万ほどかかっているというのは、別のところでやるというので、そこは今、小畑

さんも出たんですが、きちっとどこで管理するかはやっぱりこの際きちっとした

ほうがいいんでないかなということをちょっと思っていたので、別に計上するの

はよくわからんなというつもりで質問に入れたところです。それはそれで結構で

す。 

 ぜひ、やっぱり管理するというんか。活用も含めてどうしていくかということ

を考えるのを、それは生涯学習課は学習課でとかっていうんでなしに、一つの施

設としてどうあるんかというのは考えていったほうがより効率的になるんではな

いかなと私は思っています。 

 ２つ目の地域未来投資促進事業ですけど、私はこれ、１，０００万円の内容も

当然ですが、どんな計画になっているかというのが見えていないんですね。聞こ

えてきているのは、たしか当初は１次計画、２次計画で合計３０億ぐらいやった

と思うんですが、２５億になったんかな。合計で。いや、２０億になったんかな

と。最近は１０億という話も聞こえているんですね。だから、全体像が見えてい
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ない。 

 それと、どこまで助成していくのか。そこもちょっと見えていないんですね。

この地域未来投資法に関しては。そこはやっぱり一回示しておく必要があるんで

はないか。 

 本当に、今の状況を聞いていて僕はそういう発酵文化で、もっといろんな企業

が入って一緒にやっていくんかなと思ったんですが、どうも今のところはやっぱ

りここまで来てもかなり詳細設計が出てくる段階になっても、まだ１社でという

ことなんで、その辺はやっぱり地域として、行政としてもどういう支援をしてい

くのか、そこらの考えがあれば示していただきたい。全く企業にお任せしていく

のかも含めて聞きたいと思うんですね。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） ＩｏＴ推進センター管理運営の件ですけども、これ

につきましては、今年度は今町長が申しましたように、四季の森文化館の利活用、

活用方法をＩｏＴ推進センターとして活用していく中で、また別の活用方法を探

っていくということですので、今年度中は今の現在の維持管理、生涯学習課の維

持管理ということになっています。来年度はまたその活用方法によって考えてい

きたいと思っています。 

 あと、地域未来投資促進事業、永の里ですけども、どんな計画かということで

すけども、これ以前、昨年ですけども、開発事業者、黒龍さんのほうから全協で

一度説明をさせていただいたと思っているんですけども、基本的に発酵文化の拠

点ということで体験施設を含めた集客施設というようなことで、どこまで助成す

るのかということですけども、今の地方創生推進交付金を活用した助成というこ

とにつきましては、３カ年を今めどとしておりますので、来年度で一応ちょうど

３カ年になりますので来年度。来年度、３２年の４月に第１期が開業するという

ような計画がありますので、３１年度、３カ年の助成というふうに考えておりま

す。 

 また、１社のみの開発なのかということですけども、今の発酵文化研究協議会

の中でいろいろ他の発酵関係の事業所さんといろいろ協議をしていっているとこ

ろです。ただ、今、開発行為ですとか農地転用ですとか、そういった許可関係、

今、土地利用調整計画が県のほうで認められまして、今開発行為あるいは農地転

用というようなものを同時に許可を取るというような形で動いている中でござい

ますので、その辺につきましてははっきりその許可がおりた時点ではっきりして
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くるのかなというふうに考えているところです。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） この永の里の外枠の経営額自体がどんどん変わってきて、最

終的にどうなっているかというのが。ちょっと最近聞こえてくるのは１０億円ぐ

らいでないかという話を聞いているんですが、その辺、どうなんでしょう。ちょ

っともう少し明確に示して、議会にも示していただきたいなとは思うんですが。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） 地域経済を牽引していく事業、企業ということで、

町のほうはしっかりそれを国とあわせて支援していくということで、あくまでも

民間の事業でございます。 

 当初の計画、３０億、４０億という話があったのかもしれませんが、現時点で

は１０億を超える、３０億まではいかないというふうに聞いておりますので、そ

ういった計画ということでございます。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 要するに契約の内容がまだ定まっていないということなんで

すかね。１０億から３０億というのは。私が聞いたのは、要はもう１０億やとい

う話をね。 

 だから、どういう計画に対してどういう支援をするんかというのが明らかにな

っていない事業ではないか。確かに取りつきは早いけれども、それから先が余り

見えずに、言葉は悪いですが野放図になってしまうということがないのか。そう

いう意味では、しっかりした内容をそれなりに示してもらうのが、僕は計画を進

めるのは、特に民間からやろうと思うんなら、特にそこがかなめになるんでない

かなと思うんですが、そこはどうなっているのかということです。私は、最近１

０億って聞いているよという話を聞いているんで、そこはどういう計画なのかと

いうのを聞きたいということです。支援する側としてつかんでいるのか。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） 事業計画そのものが県の承認を受けているという中

で、その事業計画を見ますと約１１億ぐらいというふうな計画ですが、ただこれ

はあくまでも計画ですので。と同時に、今、開発行為そのものがまだ許可おりて

いないということもございまして、事業計画でいうとそういう計画になっている

ということでございます。 
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○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） この２点僕も出しています。 

 まず、今話になっている途中のところですが、今の永の里の計画ですね。いろ

んな計画今まで、ここだけじゃないですけど、例えば金津の創作の森とか、あれ

も公共ですけど、でも結果的には、これは民間といいながら、言葉は悪いですよ。

言葉は悪いか知らんけど、今の国会で騒動を醸し出している特区じゃないですけ

ど。 

○町長（河合永充君） いや、違います。完全に民間の企業誘致ですって。 

○８番（上田 誠君） 違うけど。要は、当初ほら、計画のあれで５００万融資、補

助ですね。ことしもまた５００万。来年も５００万。３年計画だと言っていたけ

ど、当初私の聞き間違いかもしれませんが、続けて３年間こんなんで５００万、

５００万、５００万、１，５００万になりますよという話は２９年度には聞いて

いなかったような気がするんやね。議会の中で。 

 だから、それも含めてですが、今要するにちょっと見えていないところもある

んでぜひそこらあたりはお願いしたいなというふうに思います。 

 あれやったら、今、第２ぐらい持っていってもいいんじゃないかと思いますん

で、それはまたあれしましょう。それはまた、もう一度再度それはちょっとお聞

かせいただきたいと思います。 

 それから、最初のところです。私、まちづくり会社のところでは反対の立場を

とりましたけども、要はかわいいから反対の立場をとったわけですが、考え方で

すけど、まちづくり会社の意味合いというのは、要は町のいろんな企業も含めて

元気あるそういうものを、産業も含めてつくっていこう。要は、ある面では町の

つながりなりそういう活性化していこうというのがまちづくり会社の大きな目的

だったかと思います。 

 だから、私ちょっと考え方が違うんかもしれませんが、地域の住民の連帯を確

認するんならそれは公民館ですよと。ある面では企業とかそういうものも確認し

ながらやっていく公民館的立場がまちづくり会社ですよという見方をしていくな

ら、たまたま１人行政の職員を出向というんですか。まちづくり会社にやってい

ますわね。同じような見方をしていくなら、ちょっと弊害もある、問題もあるか

もしれませんが、例えばサテライトオフィスのところ、またちょっと一般質問な

んかで言った覚えがあるので、自分自身もちょっと言った覚えがあるのであれな

んですが、やはりあそこを、例えばまちづくり会社がある面ではきちっと経営し
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ていくなら経営していく中で、今の１，５００万ぐらい費用かかるんであれば、

そこの指定管理じゃないですけども、業務委託の中でそういういろんな形のサテ

ライトスタジオの要は運営権をどういうふうにしていくかとか、またその中で今

町長が答弁ありましたが、傘松閣については、私どもの小さい考えでなくて大き

い考えの中で見ていただいて、その利活用が出てくるんじゃないかというような

見方をするならば、ある面では先ほど言ったように、企業を結ぶような、また地

元企業が発展するような一つの公民館的な立場なのがそのまちづくり会社ならま

ちづくりやと。それに対しては、先ほど言ったように人とものと、そういうもの

はやっぱり加えていかないと発展してこないというんであれば、そういう見方を

きちっと町がレベルを描いて、ある面ではまちづくり会社がちゃんと立ち直る、

まず経営できるようなところもやっぱり考えていかないと、ただ問題が出てくる

んじゃないか。ぜひそこらあたりの見方をできないかというのが一つ、１点です。 

 いろんな形でまた、つくった際にはまたいろんな質問をさせてもらいます。残

っていればですが、質問させてもらいますけども、そういう面でぜひどのように

やっていくかというのを一つ。 

 その中で、永平寺町のラボの運営業務をことし３６０万ぐらい見ていますね。

これはことし単年度なんですが、例えばまちづくり会社をどのように考えていこ

うとするときに、ほんならある面では動かし、運営資金ですわね。これ、極端な

ことを言ったら。当然、そこに出している支出もありますよ。支出ありますが、

そういう見方ができるんじゃないかと思うので、やはり今後２年、３年、これを

ずっとまちづくり会社を育て、またそれを一つの永平寺町の牽引とするならば、

そういうところもぜひ見ていく必要があるんじゃないかと思うんで、そこらあた

りの見解というんか、方向性というんか、見方があったらお知らせ、お示しくだ

さい。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まず、永の里ですが、今、日本全国そういった地域牽引企業、

産業をつくるために、うちの町ではこういった企業が欲しい、こういったのが欲

しいというのを国が、じゃそういった地域を牽引する企業を支援していきましょ

うというのが今回の地域未来投資促進法です。 

 その中で、じゃ福井県、永平寺町でこの企業は地域を牽引していきますよ。そ

れは決して役場が決めたんでないんです。申請して、経済産業省、国がこういう

計画、こういう事業ならこれは地域を引っ張っていけますね。それが先ほど言っ
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た経済効果が６億であったり、雇用であったり、またほかの波及効果、そういっ

たのが認められますねということで認定されて、今回５００万円、５００万円、

来年まだあるのかどうか、来年もまたあるんかの。あるんですけど、その５００

万円のうちのさらに５００万円は国が負担してくれています。それは国が認めて、

この企業は地域を引っ張っていきますよという意味合いで、実はやってくれてい

ます。 

 今、この地域未来投資促進法の認定を受けていますので、こういった支援がで

きます。ただ、じゃ地域未来投資法を受けていない企業はどうなのという話にな

りますが、それはしっかりと、ここまでではないですけど、別に地域を牽引しな

くても永平寺町に起業される方は企業誘致条例で上限５，０００万円でまたいろ

んな支援があるというふうになっております。 

 やはりこの企業は地域の経済を、ここでやることによっていろいろ波及効果が

あるだろうという、そういった意味合いでの認定になっていますし、もう一つ、

町がここで発酵をしてくださいとか、そういったのではなしに、企業がここでや

りたい、ここで自分たちは新しい商売をしていきたいという、そういう企業の思

いですので、そういった支援をしていくのがこの地域未来投資法ということにな

ります。 

 それともう必要、まちづくり会社につきましては、上田議員もサテライトオフ

ィスは賛成だと一般質問でも言っていただきました。その中で……。いや、言っ

ていただいたんで、もう強い本当に励みになっています。その中で、今回、商工

会から社長になっていただいております。これはやはり地域の企業と町の取り組

みを結びつけていくために社長になっていただいたのと、今回、職員を１人送り

ますのは、どちらかというと今まで行政主導でといいますか、行政といろいろな

企業、自動運転にしても、先ほど言った企業にしても、行政とつき合ってきてい

ます。そうではなしに、やはり地域の皆さんとつき合ってマッチングしていく中

で、今、四季の森の管理であったり、行政がやっていたこと、そういったことを

いきなりどうぞと言ってもわかりませんので、今、職員を１人派遣して、もちろ

ん税金も入っていますのでしっかり管理していただくという意味もあります。そ

れをこれから、ずっとそうやって職員を派遣していくのではなしに、まちづくり

会社の本来の意味は、町では今地方創生とかいろいろありますが、お金もうけを

するのは余り得意じゃない。そういった部分をやはりまちづくり会社のほうで稼

ぐとかそんなんでなくて、そういったサービスができるように、また雇用もでき



 －314－ 

るように持っていくために、今シフトをしていこうと思っております。ずっと総

合政策課が営業みたいなことをしたり、企業の皆さんと話ししているのでなしに、

やはりそういった民間、半分民間みたいな感じなんですが、そういったところに

シフトをしていこうというふうにも思っておりまして、そういった点でのまちづ

くり会社の位置づけになってくると思います。 

 ＩｏＴセンターをやって、みんなこうやって話をしていく中で、そういういろ

いろな、そういったのに関心ある企業さんとか先生が来ますので、じゃどういう

ふうなサテライトオフィスが求められているか、またいろんなところで、こうい

うのやったら永平寺町とりあえず事務所やってみようかなとか、そういったニー

ズ調査も今させていただいて、四季の森、収入が生まれるように。もちろん人が

集まって、地元にいろんな技術が落ちるのも大事なんですが、これからあそこも

老朽化していきますので、収入が生まれるような、そういった取り組みも今考え

ているのがサテライトオフィスが一つのそれです。 

○議長（齋藤則男君） いいですか。 

 上田君。 

○８番（上田 誠君） ある面では温かく見えるときもありますし、厳しく見たいと

きもあるんですが、先ほども言いましたようにまちづくり会社、先ほど言いまし

たように私はまちづくり会社というのはちょっと公民館とは違った部門やけど、

公民館的な存在だなという見方を僕はしているんです。だから、その中でサテラ

イトスタジオというのは公民館の人の館ですよと。だから、それに集まる人が来

て、ある面ではそこの貸し事務所もできたり、いろんな形でできる。そういう意

味での言い方をしているんですが、ただまちづくり会社が成り立つような手助け

もやっぱりせなあかんと。前は体育施設の指定管理もちょっとある面ではすると

か、今、いろんな形での、そういうような少しのやっぱり手助けもしてあげない

と、当初成り立つまでは。そういう意味での公民館的な立場の別部門のあれやと

いう見方でぜひやっていただく。 

 でないと、やっとつくったものが何ら育ちもせず、全国的に見ればまちづくり

会社というのは半数以上、下手もすると数えるほどしか成功していなくて、あと

は全部だめですよというのが全国的な通例的なところがあるので、ぜひそこらあ

たりを見ていただきたいという思いでいろんな質問をしているわけですが、また

機会があれば。機会があればですけど、またさせてもらいたいと思います。 

 よろしくお願いします。 
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○議長（齋藤則男君） 滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） 私も２つ質問しているんですが、地域未来投資法について

は１１億円の計画が出ているということなので、それちょっと見させていただく

わけにはいかないんでしょうか。大分前やったんでないんかな。その前。 

 それともう一つ、ＩｏＴのやつですけども、かなりまちづくり会社の、人の尽

力というんですか、能力というんですか。言い方、表現は悪いんかわかりません

けども、そういった企業さんを引っ張っていくというか。ということは必要なん

やろうな。能力というか、人力が必要なんやろうなと思うんですけども、何かこ

ういうまちづくりの中にはそういうアドバイスしてもらうようなところというの

は持っているんですか。例えば、森ビルさんとかそういうようなところ。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まずアドバイスの点から。実は、先ほどお話ありました地元

の人で、都市銀行の重役をされていて、引退されても活躍されている方がいまし

て、ＩｏＴで東大の西岡先生が講演いただいたんですが、何の縁か知り合いで、

西岡先生もアドバイザーになりたい。ヨシオカさんという方は無償で町に貢献し

たいと、本当に温かい言葉をいただいて、いろいろな方を紹介してもくれていま

す。 

 そして、それとあとまた、経産省、総務省、特にこの２つが地方創生とか先進

的な取り組みということで、いろいろなアドバイスを本当に親身になって、今聞

いてくれまして、例えば今、サテライトオフィスの相談にしても、国にはこうい

うメニューがあるし、なんだったらいろいろな企業さんも紹介しましょう、説明

会とかそういったところをご案内しましょうかとか、いろいろなそういった情報

もいただけるようになってきています。 

 そういったいろいろな形を今、政策課と僕がそういうのじゃなしに、まちづく

り会社の、もう今社長になられた方も積極的な方で、僕らが今、近畿局とか行く

ときにも一緒に行きたいということで一緒に来て、そういうつながりというのも

築いていただいていますので、そういうふうなアドバイザー的な方も今多くこの

永平寺町に集まってきてくれていますので、そういった方々に助けていただきな

がら進めていきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） 永の里の事業計画の件ですけども、今、ちょうど昨

日ですか、開発行為の申請が出てきて、きょう県のほうへ出すというような形で
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手続をしています。一番開発をするに当たって大事なのは、開発行為の許可とい

うものが、当然今までに県庁とはいろいろ打ち合わせをしていく中で準備してい

ますので、ただ、期間的にどうしてもやっぱり県庁の中で関係文書を閲覧すると

なると、やはり時間がかかりますので、早くて１カ月、順調にいけば１カ月ほど

かかるというふうに聞いております。 

 そういった中で、開発行為の許可、農地転用の許可が同時におりるというよう

な、そういった時期を見させていただいて、また計画については開発事業者と協

議しながら、また提示をさせていただくということでご理解をいただきたいと思

います。 

○議長（齋藤則男君） 次、川崎君。 

○１１番（川崎直文君） 今、滝波議員の質問の次の話なんですけれども、推進ラボ、

その前にＩｏＴ推進センターというのをつくりましょうと。そのつくる前にニー

ズ調査をやるというのが今回の３１８万ですよね。ニーズ調査業務です。誰がと

いうのはまちづくり会社が。さらにスタッフの具体的な名前も出てきています。

誰が、どこで。センターで、ＩｏＴ推進センターで何をやるのかというたら、ニ

ーズ調査をやるということなんですね。これいつまでにやるのかという。今年度

の予算ですから。 

 次に大事なのは、そのセンターができて、次のステップとしてこのセンターで

ＩｏＴ推進ラボが運用されると。そのラボのイメージというのが何社かがあそこ

の四季の森文化館、ＩｏＴ推進センターのところに常駐するのか、非定期的に来

て推進センターでラボ活動を行うと。そのラボがどれくらい、例えば２社なのか

３社なのか、どれくらいの期間で研究するのかという。いつ、だれが、どのよう

に。そこら辺、ちょっとイメージがだんだんわいてきたんですけれども、うん、

わかったよ、しっかりやってくださいよというところまでちょっと理解したいん

です。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） サテライトオフィスについては、まず四季の森文化

館をＩｏＴ推進センター、仮称ですけれども、そういった県外、町内の商工会を

初めとした企業が情報交換する交流の場として開設したいと。その中にサテライ

トオフィスをつくるかどうかということも含めて、そういった企業さんのニーズ

を調査したいというのが今回のＩｏＴ推進ラボというのはあくまでもそういうＩ

ｏＴを導入したりして、地元の企業を元気にしましょう、活性化しましょうとい



 －317－ 

う地方版ＩｏＴ推進の動きの一つの概念ですので、ＩｏＴ推進ラボというのは。

そのＩｏＴを推進していくための活動の拠点として四季の森を活用したいと。そ

の中に１階部分の通うの方法としてテレワークとかという働き方の中に、一つは

サテライトオフィスという活用もあるんだと思います。今、議員のほうからも提

案いただいたそういう使い方もある。 

 それが本当にニーズとして合っているかどうかという調査をまちづくり会社に

任せて、まちづくり会社がそういった企業を訪問したり、企業からヒアリングを

したり、そういった形で永平寺町のＩｏＴ推進センター、四季の森に意欲的にそ

こへオフィスとして構えたいというような企業を、まず調査していただく。そこ

でその調査して、企業に対して、じゃどういったものが設備として必要になるか

というものを調査すると。当然、通信関係の設備というのが必要になってくると

思いますし、そういった形で一つのＩｏＴ推進センターというようなものができ

上がってくれば、あとの維持管理とかというものは、例えばまちづくりの先生に

任せるとか、そういったのは今後また出てくるとは思いますけれども、そういっ

た形で進めていきたいという予算の持ち方というか、今回の進め方ということで

ございます。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） 自動走行だけでも、先ほど町長が言われたように恐らくず

っと上げて十何社かというのが来ていますから、需要はもう確実にあるという状

況だと思いますので、一生懸命引っ張ってください。早い時期に。何もないとこ

ろを模索するという話じゃないと思いますから。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今回、働き方改革の中で国が推奨していますテレワーク、最

初僕もテレワークって何かなと思っていたんですけど、都会と田舍、地方を交互

に生活しながら、インターネットで仕事をしていく。そういったテレワークの可

能性があるかどうか。これ実は、この前シリコンバレーから来られたアメリカの

方が、ここで坐禅を組みながら仕事をしたいですよと。来月か３カ月後にまたい

らっしゃるんですが、いいところですよね。そういった環境やったらというので、

またそういった方のアドバイスとかも受けれればなというふうに思っています。 

 実は、いろいろなベンチャー企業の皆さんも事務所を借りて大きくなっていく。

そういった方々もいいなとも思っておりますし、そういったところのニーズが今

どれぐらいあるかというのをちょっと調べていきたいと思います。 
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 ただ、永平寺町の強みはいろいろな方々が集まってきている環境があるので、

そこで事務所を構えていろんな情報を取ってもらえる、そういったちょっと強み

もあるかなというふうに思っております。 

○議長（齋藤則男君） ほかありませんか。 

 関連質疑はありませんか。 

 上坂君。 

○１番（上坂久則君） これ町長ね、提案ということで聞いてほしいんですけど、せ

っかく町民から寄附していただいた古民具みたいなのを見ると、もうこれからつ

くる人がいないとか、もう出てこないだろうというようなものもやっぱり四、五

点以上はあると言っていましたね。 

 ですから、どこかへ分散してやると生きてこないんだよね。県も聞いたら、永

平寺町の今の持っているあれぐらいを１カ所で展示している場所は一つもないん

ですってね。福井県内に。そうすると、県から助成金もらって、やっぱりこれは

永平寺町の連綿と昔から伝わる歴史の文化ですから、古民家を、あんなもん別に

移転建築して持ってくれば大した費用じゃないんですから、何かそんなのを僕は

門前にでも、どこか途中に置いておくと、２００円か３００円お金もらってとい

うのも一つもありかなと。これだけの文化を生かさない手はないと。 

 しかも、インバウンドあれば、あれだけのでかい壺があったりとか、あんなも

のはまず手に触れることはまずないですし、それから見たこともあんまりないと

思うんですよね。ですから、そういったようなことで、改めて一回検討してほし

いなと。 

 以上です。提案で。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） もちろん大切な文化財、守っていかなければいけません。 

 今、貴重なもの、それいろいろ分けまして、地下、あそこの地下、実は金庫の

ようなすばらしい部屋になっています。ただ、残念なことにその中に使わなくな

った資料とか、本とか、わけのわからないものが入っているのもありますので、

それを今きれいに一回整理して、そこにはどういったものを納めるか。この価値

はどんなものか。また、いろんなところに、下はまだ広いところもありますので、

そこにまたしっかりと保管して、しっかり管理する。そして、今おっしゃられた

とおりに、町民の皆さんに見ていただく。ただ、それを常設するのもまた傷んで

しまいますので、書とかも１カ月に一回入れかえるのが書の保管にもいいという
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ことで、そういったことをやっていきたいと思います。 

 今、古民家という提案もいただきましたが、今、松岡公民館のロビー、あそこ

がちょっと開放的になりまして、駅も近くなりますので、あそこに例えば古墳の

年表みたいなのを書いて、この時代は復元したこれが出たんですよとか、何かそ

ういった形で展示できれば、それが公民館だけではなしに住民の皆さんに身近に

みてらえる場にしていけたらいいなと思っております。 

 今の四季の森、なかなかあそこにあっても見に来てくれる方が少なかったとい

うのもありますので、皆さんが集まる場所にそういった展示があることによって、

また文化の啓発にもつながっていくかなと思っていますので、しっかりとその辺

も決して最先端ばかりでなくて、そういった文化も大事にしていきたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） なければ、次に税務課関係、１０ページを行います。 

 通告の回答を含めての補足説明を求めます。 

 税務課長。 

○税務課長（歸山英孝君） それでは１０ページ、賦課徴収費、賦課徴収事務諸経費

でございます。 

 家屋移動判別業務委託料４３０万ですけれども、こちらにつきましては、平成

２９年度に航空写真が一新されたことをきっかけといたしまして、平成２２年度

撮影の航空写真と平成２９年度撮影の航空写真を目視により比較し、家屋の新築、

滅失等疑われるものの抽出を図っていく業務でございます。 

 こちらについて外部に委託かというようなご質問でございますが、入札による

業務委託を予定しているところでございます。 

 町職員での対応になるかとのご質問でございますが、業務委託でございますの

で、町職員の業務といたしましては、入札関係、契約関係、あと監督業務、あと

成果品の検査等が町職員の業務になろうかと思います。 

 ただし、平成３１年度については、この疑いのある物件について台帳及び現地

での確認作業を行いますが、これは町職員の作業どなるものでございます。 

 収入等の見込みはというようなご質問でございますが、当該業務は固定資産税

の公平性、正確性の向上を図るための業務であり、徴税への信頼性を高めること

を目的としてございますので、当該業務による税収増というものはございません。 
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 続きまして、確定申告受付及び指導業務５０万円でございますが、こちらは年々

複雑化する税制に対応するため、税理士による確定申告受付及び指導、相談を受

けることによりまして、住民及び職員が安心して正確な申告及び納税が可能とな

るものでございます。 

 こちらについても外部に委託かというようなご質問でございますが、こちらに

ついては外部の委託を予定してございます。これについても収入増ということで

はなくて、あくまでも課税の公平性、正確性の向上を図るための業務であり、徴

税への信頼性を高めることを目標としてございますので、当該業務による税収増

にはつながるものではございません。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を許可いたします。 

 先に、通告者の質疑を許可します。質疑ありませんか。 

 ８番、上田君。 

○８番（上田 誠君） 私は外部委託、それが専門的なやつなんだから委託するのか

ということですね。要は、航空写真と見比べるんであれば別に、仮にですよ。仮

に、できるかできんかはわかりませんが、臨時である面では雇って云々ができる

んであるかどうか。また、当該の職員でできるんかどうかというのが一つ。 

 これはあくまでも専門性があるからということで出すのか、それとも今言った

ように人的にどうしても足らないから、もうそれは外部委託したほうが要は効率

的ななんだという発想なのか。そこらあたりのことをお聞かせいただきたいとい

うのが１点と。 

 それから、確定申告及び指導業務ということは、これは委託というのは、現地

へ来ていただいて委託、指導するというときの指導料みたいな、教授料みたいな

形の委託ということに考えればいいんですか。 

○議長（齋藤則男君） 税務課長。 

○税務課長（歸山英孝君） 業務としては、パソコンのモニターに２２年度の撮影の

ものと２９年度撮影のものということでございますので、職員の目視によってで

きないことはございませんが、何せ件数が１万４，０００弱ございますので、ち

ょっと職員がよほどかかりつけにならないとできないということで外部委託をお

願いするものでございます。 

 税理士による申告指導でございますけれども、税理士が税務課の窓口へ来てい

ただきまして、直接住民の確定申告を受け付ける、あるいは我々職員が受け付け
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た中で非常に疑問と思う案件が出てきた場合、当該税理士さんにお尋ねして正確

な申告を行うというような形になろうかと思います。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○１１番（上田 誠君） 大体、受付期間ですから１カ月、２カ月をお１人の方か受

け付けて、それの費用という発想でいいわけですね。 

○議長（齋藤則男君） 税務課長。 

○税務課長（歸山英孝君） 確定申告期間、２０日間を予定してございます。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） なければ次、住民生活課関係、１１ページを行います。 

 通告の回答を含めての補足説明を求めます。 

 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） それでは、１１ページのほうをお願いいたします。 

 まず初めに、地方公共団体カーボンマネジメント事業について３名の方からご

質問がございますので、回答のほうをさせていただきます。 

 まず、住民等への展開はどのようにするのかということで、質問の内容のとお

り、今回策定を予定しております計画につきましては、公共施設が対象となって

おります。そのため、住民等への展開につきましては、昨年度策定しました環境

基本計画に基づいてとり進めていきたいと考えております。 

 ただし、計画の策定また事業の展開等で得られましたノウハウ等につきまして、

住民の方また個人事業主の方に還元できるようなものがあれば、ホームページ等

を通して周知をしたいと考えております。 

 あわせまして、事業主等の方が活用できる国の支援等がございましたら、これ

もホームページ等で周知のほうをさせていただきたいと考えております。 

 続きまして、カーボンマネジメントの意味ということでございますが、直訳で

炭素の管理、二酸化炭素の抑制をとり進めるということで、この事業、カーボン

マネジメント事業につきましては、地球温暖化計画に掲げる目標達成のために国

が地方公共団体の取り組みに対して一定の支援をすると。そのような事業でござ

います。 

 次に、目標値、どのような計画内容なのかということでございますが、目標値

につきましては、２０１３年を基準といたしまして、２０３０年に４０％削減、

年換算いたしますと２．３５％削減を１７年間継続というような形になっており
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ますが、この目標の達成を目指しまして公共施設のＣＯ２削減計画を策定、そし

て実行していくというようなものでございます。 

 また、効果の測定につきましては、それぞれの施設の燃料消費量、電気とか灯

油等の使用量から係数等を用いまして算定できます。毎年、算定を行いながら評

価のほうをしていきたいと考えております。 

 以上です。 

 ごめんなさい。 

 続きまして、右側の野良猫去勢手術助成事業でございますが、ご質問、野良猫

なのになぜ助成なのかということでございますが、飼い猫に関しましては飼い主

が責任をとるわけでございますが、野良猫に関しましては地区によりましてはい

ろいろ被害とかお困りの点がございます。ただし、猫に関しまして殺処分という

のが非常に困難というんですか、無理でございますので、迷惑、被害を受けられ

ている方が一部自己負担をして、町のほうも約２分の１程度補助しまして去勢、

そしてまた戻してあげると。そうすると、年数はある程度かかりますけどもふえ

ることなく減っていくと。そういう形で、殺さずに減らしていくと。そういうふ

うな事業でございます。 

 申請者は、迷惑を受けている住民の方でございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を行います。 

 先に、通告者の質疑を許可します。質疑ありませんか。 

 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 今、ご説明によりますと、カーボンマネジメント事業につ

きまして、その効果は各施設での燃料消費量から多分係数か何か使うのか、それ

で判定、判断するということでございますが、各施設で具体的にいろんな、石炭、

石油とか化石系の燃料とか、電力とか、いろいろ燃料消費は種類別にありますが、

そういうものを今現在使っているものからどんだけ削減されたかという形で判断

するのか、それともまた、この金額では多分無理なのかとも思いますが、新たに

何か検索する装置をつけるとか、燃料を代替する装置をつけるとか、そういうこ

とも含んでいるのか。いかがでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） 総合的に全町の公共施設を一元的に管理するとい

うのは非常に困難と考えております。 
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 今ほど議員おっしゃったとおり、それぞれの施設、公民館なら公民館、庁舎な

ら庁舎で電気は何キロワットアワー使った、灯油は何キロリットル使った、それ

を毎年数字を上げていただいて、集計の上、ことしは何％、ＣＯ２換算何トン減

ったとか、そういうふうな指標で判断していきたいと考えております。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） ないようです。 

 暫時休憩をいたします。 

（午後 ３時１９分 休憩） 

────────────── 

（午後 ３時３０分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 次に、福祉保健課関係、１２ページから１３ページを行います。 

 通告の回答を含めての補足説明を求めます。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） それでは、事前通告がありました２件について補足

説明いたします。 

 予算説明書１２ページ左側でございますが、専門職の採用ということをご提案

いただきました。ただ、今回につきましては、非常勤職員による対応で、この非

常勤職員でも可能な分野を団体運営の経験のある人材を確保していきたいと思っ

ております。 

 また、在宅ケアへの体制づくりにつきましては、関係機関と共同してやってい

きたいというふうに思っております。 

 それから、１３ページ左側、温泉の備品購入費の件で当初計画との差異、それ

から改善策などをご質問いただきました。こちらのポンプの入れかえもしくはオ

ーバーホールということにつきましては、２年ごとに実施することが当初計画か

ら出されております。 

 それから、１，６００メートル地点の井戸に対しての５００メートルの設置等

につきましていろいろ検討した結果、現在の仕様となっておりますので、この点

については事前にご説明したとおりでございます。 

 それから、今回補正分につきましては、来年設置するための予備ポンプとなっ

ております。昨年度設置しましたが、現在、予備ポンプがない状況でございます
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ので、このタイムラグをなくすという、予備ポンプがないというタイムラグをな

くすために、来年度もお願いするということになっておりますので、２年ごとの

交換、それから購入ということについては当初のとおりでございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を許可いたします。 

 先に、通告者の質疑を許可します。質疑ありませんか。 

 金元君。 

○９番（金元直栄君） 僕はこの非常勤職員賃金ということで、ほんでいいんやのう。

町立診療所、障がい者施設、老人福祉施設の改修等仕事が多いからということで

報告があったんですが、僕はやっぱり今の福祉課を見ていますと、例えば町立診

療所の問題でも、専門分野に携わっている人たちと町の課長と、医療経験がある

わけでない町の課長と、保健師の２人で、あと職員も加わって対応しているんか

もしらんですけど、ちょっと僕はいびつに感じます。ちょっとそれでは対等にや

っぱりきちっと話ができんのでないか。 

 そういう意味では、やっぱりこういう機会、やっとそういう職員を確保すると

いうことなら、そういう分野でそれなりの知識のある人を確保していかないと。

だって、町の在宅介護などを含めた地域医療を担っていく診療所になる。それは

来年、再来年という２年や３年だけの話ではないんですね。将来のことを考える

と、僕はそこに今、それなりのお金を使ってでも専門的な人を確保して、それは

現役の医者でもいいと思います。コンサルタント契約みたいなのを結んで、一緒

にやってもらうぐらいのことで協力してもらえる人がいれば、ぜひそういうこと

をやっていってほしいと思うんですね。 

 そういうことをぜひ。だから思い切ってやるときにはやるということで私は思

っているんですが、それで担い切れるのか。やっぱり不安です。 

 ２つ目、温泉ポンプの効果の問題でいうと、当初計画とは随分変わってきたと

いうことですが、途中まで聞いていた話とは随分やっぱり違っているなと。途中

報告でポンプの傷みや施設の傷みが激しいんやというのは聞きました。しかし、

それがどう、それまでのいろんな契約のもとでどうやられているんかというとこ

ろでは、あんまり具体的にそれ以後の報告はないように思うんですね。 

 特に今年度は契約の見直しの年ということを聞いていますので、きのうの一般

質問を聞いていてもプロポーザルで向こうから提案した内容もあるわけですか

ら、それに従ってきちっとしたやっぱり対応をしていくようにしないと、少なく
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とも会計の内容を見ているだけでは不信しか生まれてこない内容だと。 

 これが１点なんですが、指定管理でやっていた河川公園にも、あの中から本部

経費、名前はそうなっていないですよ。本部経費でたしか１２０万ぐらい持って

いっていると思うんですね。８００万ぐらいしかない中から１２０万たしか抜い

ていると思うんですわ。 

 要は、そういうのはやっぱりちょっと。いわゆる管理なら管理ということでき

ちっと明文化しておかないと、契約の中でもきちっとしないと、これからはどん

どん。当初は２００万円でもどうなのかなと、当時、関係していた人も言われて

いたように僕は思うんですけど、それが今では７００万。予算７００万ですよ。

７５０万も抜かれているんですって。本部経費で。それはやっぱりどう考えても

異常。うちらはいわゆる管理費なんかも項目もなかったのがふえているという指

摘もありますけど、そこらを考えると、それらも含めて、これも契約のプロがや

っぱりいたほうがいいなと僕は思いますよ。それはいかがなんでしょう。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） まず、在宅医療の充実に向けての件でございますけ

れども、応援ととっておりますが、現状では現職員にて対応していきたいと。頑

張っていきますので、どうかご支援をお願いします。 

 それから、今後の運営につきましては、地域の先生方にもご協力をいただくと

いうことで、了承という形でいただいておりますので、いろいろ巻き込んだ形で

取り組んでいきたいと思っております。 

 それから、ポンプの件につきましては、現在、１，６００メートルの井戸につ

いて、５００メートルのところで決定をしております。この上昇に伴って当然温

度、それから温泉成分の影響も少なくなっておりますので、１，６００メートル

地点に設置するよりははるかに傷みの少ない状況になっています。 

 過去２度引き上げております。ポンプにもガスの影響が出ておりますし、一番

影響が大きいのはケーブルです。こちらのほうがガスの流入があって膨張してい

るということがあります。ポンプ自体はもしかすると２年半とか３年もつのかも

しれませんけれども、こまめな確認というのはできません。上げ下げに２日かか

りますし、３００万円程度の費用がかかってしまいますから、温泉の経営に一番

影響の少ない、また業務の支障が少ない６月時期に交換を今のところはしており

ます。 

 ２年で交換しているわけですけれども、これが３年もつかと言われるともつの
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かもしれないですし、途中で壊れる可能性もある。安全側をとって２年というこ

とで当初から予定しているものでございます。 

 もしかして経費を考えるに当たって、もっと浅いところにポンプを設置すれば、

小さいポンプで、また短いケーブルで済むことから安くはなりますけれども、当

然、源泉の温度が下がって加温するのに費用がかかってしまうということで、こ

ちらのほうも無駄というか、支障がある。それから、保健所への届け出等につい

てもまた変更する必要性があります。現在の温度から下がってしまえば、冷泉と

いう形で登録を変更するということにもつながりますので、現在のところは現時

点で、現在当初計画のとおり５００メーター地点のポンプでいく、現在の選定し

たポンプでいくということを考えております。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 僕は本当に町立診療所やその他施設も含めて応援のつもりで

言っているんです。いや、ぜひ成功するためには僕は、温泉の問題もそうなんで

すが、最初の出だしの形というのが大事なんやね。あとはいろんな意見を聞いて

運営していくようにすればいいんですけど、出だしの形、合意をどう取りつけて

いくかというところでのいろんな話の中で、曖昧な話が入ってしまうと後で大き

な問題になるということや。だから、僕はこんなときには本当に、ちょっとこれ

は太刀打ちしにくいなと思ったら、積極的にそこは。 

 だって、計画なんかはみんな、職員で何とかやれば。そりゃ手がかかって大変

やというのはありますよ。やってやれんわけでないですよ。でも、こういう専門

的な交渉については、僕はなかなか難しいと僕自身が思っていますから、それは

そういう専門家に任せるようにする体制を、何としてもとったほうがいいと僕は

言っておきます。そこだけ言いますね。ぜひそういう形で、この際お願いしたほ

うがいいんでないかなと。 

 ２つ目の健康福祉施設の問題ですけど、確かに今から思うと、それは１，５０

０メートル？ １，８００メートル？ 掘ったのは１，８００メートルで１，５

００でなかったですか。１，３００メートルで上げると言ったか。その辺、大分

曖昧になってきていますけど、上のほうのケーシングというんけの。管が途中で

細くなっているんやのう。細くなっているときにしばらく上げてみて、いや、そ

れはあかんというんで途中で上から上げるということになったと思うんや。途中

から。８００メートルぐらいのところで細くなっていたんかな。管が。そういう

こともあって、ポンプにも無理がかかったんでないかという話もちらっとありま
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すけど。 

 ただ、そのときに説明していたのは、本当に薄くなるし、そういう意味では温

度はちょっと下がって大変やけども、機器にはいいんでないかという話があった

ことが僕はあったと覚えているんですね。私の頭の中では。 

 そんなことも含めて考えると、これも僕はポンプの問題は利害関係のない専門

業者、我々当時温泉に反対するということで、各地区でいろんな説明会とか話し

合いを持ちました。そのときに温泉に関係しているような人がいたんですね。そ

れは幾ら何でもそんなにポンプがもつはずないわと。すごい大変よというような

のをそのときに聞いて、ほんなもんかなと思っていたんですが、２年というのは

ちょっと異常やなと。 

 ただし、有馬温泉の導水管は、たしかあれ三月に一遍かえているという話聞い

たことあるんですね。三月に一遍です。湯の花がついてしまって流れなくなると

いうんで。そんなことを考えると、そういうこともありなんかなと思うので、そ

こはやっぱり利害関係のない業者にきちっと聞いてみる。それでどういうものが

必要なのか、いいんかというのも確認してみるということもやりながら進めてほ

しいと思う。 

 だから、そういう意味では専門的な人に相談する機会をここでやっぱり、今更

新のときにきちっととっておくことも大事なんでないかなと。このまま業者の言

いなりで契約更新していくなんていうことがあってはならんと思うし、言いかえ

れば僕は坂井市はこの業者切りました。だから、一新してきちっとした新しい体

制でやったほうが僕はいいと思っていますけど。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まず、診療所の件なんですが、先日もまちの診療所の先生方、

そして医学部、そして町でお話をさせていただいております。 

 今、専門的なところは町の診療所の先生方がこうやったほうがいいよ、こうや

ったほうがいいよ、現状はこうやよ、ここをちゃんとしっかりしといたほうがい

いよという、本当にアドバイスをいただきながら今進めさせていただいておりま

して、永平寺町診療所、そしてまちの診療所の今後の連携にもつながっていける

なと思っております。 

 そういった中で、熱いまちの診療所の先生方から、私も含め福祉課担当課長、

いろいろご指導も受けることも多々ありまして、その中で今、福祉課長、そして

担当の職員、本当に専門性を結構持ってきまして、自分が常に調べていく中で、
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ああ、こういう課題がある、こういうのを一回調べてみよう、また議員さんと視

察に行く中でいろいろ勉強させていただいて、この前の会議の中でも診療所の先

生から福祉課の職員を褒めてやってくれと。しって勉強しているというふうに言

って、本当に頑張ってくれています。 

 なかなか専門的な人材もいればいいんですが、そういった人材もなかなかいな

いというのも現状の中で、しっかりといろいろな皆さんのお話を聞きながら、町

に不利益にならないようになるように進めていきたいと思います。 

 それと、温泉の件ですが、僕も当時議員だった、そのときには１，４００メー

トルからくみ上げるといろんなものまでくみ上げてしまうから、ある程度濁って

いない５００メートルからくみ上げることによってポンプとかそんなのがいいと

いう話を聞いていました。 

 それと、今契約のお話もありましたが、ここは指定管理１０年の契約を結んで

おりますので、なかなか契約を破棄するというのは厳しいところもあるのかなと

いうふうに思います。やはり契約というのは認められた約束ですので、それを履

行していくというのは大事だと思います。 

 今、上志比支所長が当時の担当でしたので、また補足があればよろしくお願い

します。 

○議長（齋藤則男君） 上志比支所長。 

○上志比支所長（森近秀之君） 済みません。当時ちょっと担当していたことがござ

いますので、ちょっと補足で説明させてもらいます。 

 あの温泉につきましては、１，７０８メートルの深さまで掘ってございます。

当初、１，６５０メートルのところから温泉をくみ上げるというようなことで話

をしておりました。ただ、それはハウジングシステムと申しまして、ポンプは５

００メートルの位置なんですけれども、そこからストロー管といいまして、サー

マルチューブ管を残り千何百メートル下まで入れると。入れて、そこの水を吸い

上げて、なおかつ上まで上げるというシステムなもので、それがあった場合に、

ランニングコストがかなりかかるというのが一つ。 

 それと、水温は下がるけれども、やはりゆくゆくのコストのことを考えるとそ

れがいいだろうと。 

 その当時、５００メーター地点で温泉をくみ上げたときに、まず成分そのもの

はもともとの２万７，０００ミリグラムあったのが、約２，０００ミリグラムだ

け減った状況です。ただし、もう一つ大きかったのが、鉄分がそれまで３２あっ
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たのが１０になったということで、除鉄の費用も減るだろうと。 

 ただ、気になりましたのが、先ほど福祉保健課長も申しましたポンプの中の温

度というのは、水中で１００メートル上がれば１．２度ずつ平均すると温度が下

がっていくということで、当初４３．４度の水だったと思うんですけども、実際

に５００メーター地点で吸い上げると３２．４度というような温度でした。ただ、

今ほどの話の中で、やはり将来的に維持管理をしていく上では５００メーター地

点から上げるのが一番いい。もっとよければ２００メートル、３００メーターの

ほうがいいんですけれども、その場合に温度が下がることによって加温がかなり

必要になってくるというふうなことがございましたので、その当時、成分は若干

薄くなったというのは確かにございます。そういったゆくゆくのことを考えた上

でサーマルチューブ管から今の５００メーター地点のポンプ設置というように至

ったということだけ報告させていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 診療所を初めとするそういう問題については、専門的な知識

を得やすい条件をやっぱりつくってほしいというのが１つです。 

 それと、もし町内のいろんな先生方に相談に乗ってもらっているというんなら、

そこは責任という意味ではお礼もきちっとやっぱりしておかないとだめなんでな

いか。そうすると、やっぱり行政としての位置づけもはっきりしますので、そこ

は十分礼を尽くしたほうがいいんではないかなと僕は思っています。 

 健康福祉施設の問題でいうと、これ一つだけ言えば、会計の状況でいうと、本

部経費がどうのこうのというんですが、最終的にはこの契約の中で利益が出れば、

その２分の１をそこと折半して町に納めるということになっていると思うんです

ね。ただ、その前に何年で黒字になるかということも話されて、プロポーザルの

中で出ているはずです。そこは業者に、どうあってもそういう本部経費は嫌なん

やといって抜くんでなしに、責任としてちゃんとすべきでないかと。黒字にする

のは。何人以上の場合は。それをきちっとやってもらわないと、町の２年に一遍

のポンプのお金の積み立てすらできないということになるんですね。 

 そこは、業者が言った、約束した、それについてはきちっと守らせるというこ

とを、やっぱり行政が求めないと向こうは楽になります。それがプレッシャーで

赤字にしているんやと思うんですよ。でも、現実的には赤字になっていないです。

会計は。そこは十分考えて再契約に臨んでほしいと思うんですね。 



 －330－ 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まず、診療の先生方のお話なんですが、これオープンしてか

らもう１年に一回は連絡、診療所と先生方と町との連絡会議というのを定期的に

行っていきます。 

 この前のお話の中でも、診療時とまちの診療所の先生方のところとの何かネッ

トにつながると何かあるらしいですよ。今。そういうのがあるといいなとか、そ

ういったご提案もいただいていまして。ただ、それが幾らかかるかというのはま

だちょっと今はわかりませんので、お礼とかそういったのも大事かもしれません

が、そういった連携をするところに町が投資するというのも一つ考えられるかな

というふうに思いますので、いろいろな形でしっかり先生方と、お礼をというの

も本当にありがたい言葉だと思います。しっかり連携をとってやっていくのがよ

りよい診療所、また永平寺町の医療の向上につながると思いますので、よろしく

お願いします。 

○議長（齋藤則男君） ほかに質疑はありませんか。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） まず、診療所の運営についてのご心配をいただいて

おりますけれども、こちらについては今町長申したとおり、地域の先生方にも協

力いただきながらやっていきたいと思っています。 

 もう一つ私が心配しているのは、在宅医療への住民の理解といいますか、そち

らの啓発についてがより重要になってくると思いますので、こちらの理解をいた

だかないと診療所の経営もままならないことも若干考えられますので、その点は

議員各位もご協力いただいて、住民の啓発もご指導いただきたい、ご指摘いただ

きたいということを思っております。 

 それから、禅の里温泉の経費についてでございますが、７００万とかおっしゃ

っています。７５０万を抜いていったとかということを言われておりますけれど

も、現実的に日常かかる経費、それから人件費についての１０％とか２０％とか

という、ここはちょっと交渉の余地はあるんですけれども、かかる費用について

の割合で本社経費という形を、こちらのほうも認めている部分もありますので、

当然経費がかかればその分は高くなってくるということだけご理解ください。幾

ら以上ということで契約しているわけではございませんので、その点はご理解い

ただきたいと思います。 

 それと、当初５年という指定管理期間をご提案したところ、議会のほうから１



 －331－ 

０年ということで現在の期間、指定管理期間がございますので、こちらのほうも

ご承知おきいただきたいということを思っています。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。質疑ありませんか。 

 関連質疑を求めます。関連質疑はありませんか。 

 なければ、次、子育て支援課関係、１４ページから２１ページを行います。 

 通告の回答を含めての補足説明を求めます。 

 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） それでは、子育て支援課関係、よろしくお願いし

ます。 

 通告につきまして、５事業についてちょっと細かく質問いただきましたので、

お答えをしたいというふうに思います。 

 まず、予算説明書１４ページ左側のひとり親家庭子育て安心プラン助成事業の

高校生定期代の助成についてでございます。 

 対象者の人数はというふうなご質問ですが、現時点では３０人を見込んでおり

ます。 

 案内方法につきましては、この予算がお認めいただけた後、その対象世帯に制

度の周知をしっかりしたいというふうに、ご案内をしたいというふうに考えてお

ります。 

 ひとり親家庭に私生児はということなんですけれども、私生児のひとり親も対

象となります。 

 次のことですが、定期代に関して自転車通学をしている高校生もいるのではと

いうことですが、当然いると思います。３０人については、３０人が電車を使っ

ているのか、どう通学しているのかということはまだ把握はしていません。案内

した後、そういうことをしっかり制度を周知し、この制度を利用していただきた

いというふうに考えていますし、例えば季節ごと、夏場は自転車で行くけども、

冬場になると定期を使うという場合でも、当然定期を購入した際にはこの助成の

対象になるということでご理解をお願いしたいというように思います。 

 次に、幼児園、幼稚園のリフレッシュ事業について、１５ページ左側でござい

ますが、先日の全員協議会でも計画の変更ということでご提示させていただきま

した。 

 確認という意味でご質問ありますが、この質問のとおり、御陵は計画どおり、
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志比北の防水工事については後年度に持ち越すと。上志比の屋根防水工事は前倒

しをするということでございます。 

 計画にある松岡東と松岡幼稚園の設備工事については、今、緊急性の高いもの、

換気設備工事とタイル工事、床の修繕工事等については既決予算の修繕費の中で

行いたいと思います。換気設備につきましては、調理室のがらりの増設というこ

とを今予定をしております。 

 次に、幼児園、幼稚園の再編検討事業でございますが、まず１点目でございま

す。行財政改革大綱の実施計画にあります幼児園、幼稚園統廃合・民営化の検討

の取り組みということで、民営化の検討を行うことを確認ということでございま

すが、一般質問でも答弁させてもらったとおり、民営化についてもテーブルに乗

せて検討していきたいと思います。 

 ただ、民営化につきましては、一部民営化ということで検討していきたいとい

うふうに思います。 

 次に、策定のスケジュールについてご質問ございました。まず、検討委員会で

す。審議委員会等につきましては、今のところ９月に第１回を開催し、年度内に

５回から５回以上の検討会議を開催し、年度末に答申をいただきたいというふう

に考えております。検討委員会に諮問する内容につきましては、これまでも庁内

で検討してまいりましたが、まだ最終的に取りまとめてはおりませんので、６月

末を目指して取りまとめを考えていきたいというふうに思います。 

 次に、業者委託の対応ということでございますが、業者委託につきましては、

会議の支援、計画書の策定の支援、その他調査業務、委員会の中でもいろんな調

査の依頼があると思いますので、その調査業務等を委託したいというふうに考え

ております。 

 次に、適正規模というようなことのご質問がございました。適正規模による質

の高い保育というが保育所設置は規模によるものでないというふうなご指摘でご

ざいますが、規模というと見方がさまざまな角度であると思います。園そのもの

の規模という考え方もありますし、各年齢ごとの子どもの人数もこの規模という

ような考え方もございます。 

 一般質問の答弁でも申し上げたとおり、今回の再編の最大の目的は、子どもた

ちの教育、保育という観点から、一定の人数、仲間がいる中での学びというのを

今後どうしていくか。これから少子化に向けて子どもが減っていくと予想される

中、町として保育環境、そういうソフト面、ハード面を含めてどうしていくのか
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ということが最大の目的でありまして、その規模につきましては検討の中でるる

議論されていくものというふうに考えております。 

 検討会のメンバーに保育の専門家と現場の保育士というご指摘もございまし

た。ありがとうございます。検討委員会のメンバーに保育の専門家という点では、

先月包括連携をしました仁愛女子短期大学のほうにも委員のメンバーに入ってい

ただきたいと思っていますし、現場の保育士につきましては、一番現場を知って

いる、子どもたちをよくわかっている保育士が入るというのが必要かもしれませ

んが、これにつきましては保育士というのも町職員ということもありますので、

そこのところはまた今度の検討をということでさせていただきたいというふうに

考えております。 

 再編する背景やねらいを数値をもって示してほしいということでございます。

今、申し上げるところについては５点の目があると思います。 

 まず１点目につきましては、少子化ということもありますが、ゼロ歳から５歳

児の人口の推移という点がございます。平成２６年と３０年、５年間の比較とい

うことで申し上げますけども、１４５人、率にして町全体で１６％の減少となっ

ています。また、これは地域ごとではその減少の率に大きな差もある。今後とも

少子化は進行すると予想している。まずこれが１点目でございます。 

 ２点目ですけども、人口に対する就園について。就園率という見方でございま

すが、３歳から５歳児については２６年から３０年、５年間かけて毎年ほぼ１０

０％で推移をしております。要はみんな保育園に入っている、幼稚園に入ってい

る。ただし、いわゆる未満児です。ゼロ歳児から２歳児については、平成２６年

は６６．６％ございましたが、平成３０年度は７４．２％。これはやはり核家族

化の進行による３歳未満児の保育ニーズが高まってきているということが見える

と思います。 

 ３点目でございますが、今度は各園の定員に対する園児数、いわゆる在籍率、

これは一般質問でも答弁させていただきましたが、今年度、３０年度を見ますと

１００％を超えている園が２園、５０％未満の園も２園ある。その５０％未満の

園のうち１園は２６％、かなり低くなっています。その他の園につきましては、

代替５０から８０％の間でいますが、やっぱり今後の少子化の進行を考えますと、

どの園も在籍率は減少するというふうに予想をしている点です。 

 ４点目でございますが、今度はその年齢別で考えまして、就学前の園児、いわ

ゆる４歳児、５歳児を見ますと、園によっては多い園で２０人、５歳児で２０人、
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少ない園では６人。４歳児を見ますと、多い園では２１人、少ない園では４人と

なっている。こういうところで、就学前の子どもたち、小学校へ接続する大事な

時期にとって、学びというところではやっぱりある程度一定の人数が必要という

ようなところがあると思います。 

 最後に５点目ですけども、これも一般質問で申し上げましたが、施設面でござ

います。建築後４０年経過している園が３園、３０年以上経過しているのが４園

と老朽化している。一昨年、長寿命化計画を策定はしましたが、やっぱり子ども

たちの保育環境をどうするかという面では今回しっかりと検討をしていきたいと

いうふうに考えています。 

 以上のように、再編のねらいというのが幼児園、幼稚園は確かに預かる保育の

場であると同時に、やっぱり子供たちにとっては大事な学びの場でもあるという

ことがあると思います。成長著しい幼児期の時期、特に就学前の時期をやはり一

定の人数で、遊びを通してみずから、仲間から、そして大人から学ぶ環境という

のを整備する、それは今後の永平寺町の保育にとっては非常に大事なことであっ

て、やっぱりこの時期にしっかりと将来に向けて検討することは必要だというよ

うなところで、今回、予算を計上させていただいて、考えていきたいというふう

に思っております。 

 次に、住民代表の２５名の選出方法はというようなご質問をいただいています

が、選出方法についてはまだ最終的な決定はしていませんが、現時点では、まず

幼児園１０ありますから、その１０の幼児園の保護者の代表の方には入っていた

だきたいと。また、地域の代表の方として、振興会等がありますのでその代表の

方。あと、児童福祉関連団体の方からということを考えております。また、学識

経験者として専門的知識を持っている大学の先生も加わっていただく予定となっ

ています。 

 これについては、また詳細が決まった段階で議会にも報告させていただきたい

というふうに思います。 

 次に、１６ページです。放課後児童クラブの件でございますが、これも今回、

子育て安心プランの助成対象となっていますが、対象者数と世帯数でございます

が、今年度今登録している児童が３８９名おります。そのうち対象となる児童は

１９人でございます。世帯数にしますと１７世帯となっております。 

 支援の条件といいますと、これについては一月上限が２，５００円という設定

になっています。当町の児童クラブ、平日利用の方については２，０００円とな
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っておりますので、助成対象の方になりますと結果的には負担がなしということ

になりますし、土曜日利用の方ですと３，０００円になっていますので、実質５

００円の負担になるというようなことで、今後対応していきたいというふうに思

います。 

 次に、保育施設管理、上志比幼児園の街灯新設の件でございますが、これにつ

いては議員さんからご指摘いただきまして検討をした結果、ＬＥＤで設置したい

というふうに考えています。当初は明るさを求めたので水銀灯の明るさでないと

とは思いますが、その後調べましたらＬＥＤでも十分明るさが確保できるという

ことがわかりましたので、ＬＥＤで進めたいというふうに考えております。 

 以上で終わります。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） １５ページの左側の今回計画が少し変わったところがござい

ます。これ、今、再編計画等がある中で変わったんだと思われるかもしれません

が、そういったことは一切ありません。 

 今回、計画を立てたときはこの順番でしたが、今実は上志比幼児園が雨漏りか

現に起きていまして、早急に改修をしていく。そして志比北幼児園のほうは確認

しましたところあと数年、今のところは全然問題がないということで、この計画、

再編とはまた別に計画につきましては、子どもたちが快適な環境で生活できると

いうのを最重要課題にしておりますので、再編検討とかこういったことは一切関

係ないということをご理解いただきたいなというふうに思います。 

 それと、今、数値的なものも子育て支援課からお話ししましたが、これしっか

りと皆さんに資料で、客観的なデータということでお示しもしていきたいと思い

ますし、また皆様からこういったデータが欲しいとかというのもありましたら、

教育民生委員会、またこの議会の議長を通して言っていただければ、そういった

データも用意していきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 それと、このＬＥＤにつきましては、今カーボンマネジメント等いろいろあり

ますが、やっている中で、私も本当に長岡議員ご指摘いただきましてありがとう

ございます。これからＬＥＤでやっていくようにしていきますので、よろしくお

願いします。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を許可いたします。 

 先に、通告者の質疑を許可します。質疑ありませんか。 

 ９番、金元君。 
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○９番（金元直栄君） いわゆるひとり親家庭子どもへの安心プランということで、

これは通学定期代の補助ですが、基本は僕は申請方式にしないでほしいというこ

となんです。これは生活保護なんかとか就学援助でもそうなんですが、やっぱり

支給する側が何かひょっとするとあの子だけもらっているということを言われる

んでないかということをおもんぱかって、なかなかしにくい条件があったりして

申請しないというのがあるんではないかということを思ってしまうこともある

し、逆のこともあるわけですね。 

 だから、そのことを考えると、やっぱりきちっと支給するということを前提に

置いて、もうどういう形であるにせよ手渡しできるようにしたほうが僕はいいと

思います。 

 ここは本当に、以前もほかの議員の質問でひとり親家庭というんですかね。生

活の実態、もう本当に大変な状況がある。どう考えたってそれはそうなりますわ

ね。福井県なんか特に男女賃金の格差が随分あるところですから、それを小さい

子どもを見ながら非正規で、また複数の子どもを抱えながら仕事をしているとこ

れは大変なんで、そこは支援するということをやっぱり前提に置いてきちっと対

応していただきたいと思うんですが、その辺どうなのか。 

 ２つ目は、統廃合の問題です。１つ言っておきます。定数に対して充足率の問

題を今言いました。充足率の問題をね。これたしか１００％を超えたり、１００％

に達していない、一定率に達していないと、これは国からの援助が少なくなるん

でなかったかなと思うんですね。たしか。たしかそういうことありましたよね。 

 数は、定数を超えてしまうとまた少なくなるということもあるんで、以前は頻

繁に定数を変更したんですね。例えばなかよしなんかは当初あれ９０人でつくっ

たのを１００人にして、１１０人にして、１２０人にしたんかな。何回も変更し

ているんですわ。ほかのところもそうですよ。西保育園なんかもしてきた経過が

あります。そこは機敏にやっていかないと、国がいわゆる保育にかかる交付金の

関係で少なくなったりする。また、減っているからどうしろと言われる由縁にな

ってしまうことがあるんやね。ここはシビアにやっぱり対応したほうがいいと思

うんですよ。定数はちゃんと子どもの数に合ったように。それは一定期間を見通

しての話ですよ。きちっと立て直しておく必要があると。 

 あと、私が言っているのは、やっぱり保育所を含めたらどうかということです

が、親ってなかなかみんなの前で、２５人もいると、ここでも何人も前に話をす

るというのはどきどきするんで、自分の名前を言うのも忘れるぐらいですよ。私
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でも。いや、本当に。それは、そういう大勢の中で発言するというのは、僕はな

かなか大変なことがあると思うんやね。それを考えると、やっぱりそういう気持

ちを代弁できるような一つとして、やっぱり一番身近なのは保育士さんやと思う

んですわ。あんまり保育士さんてこの間言ったように町のことばっかり考えてい

るわけでないと思うんですよ。子どものことを考えていると思うんです。そこは

僕大事な視点なんで、ぜひ入れていただいたほうがいいんじゃないかなと思いま

す。 

 とにかく仁短の専門家に入ってもらうとか、そういうようなのは非常にいいこ

とやなと僕は思っていますので。 

 ただ、先ほど示された数字を見ていると、単純に言うと統廃合ありきの示し方

なんやね。言い方が。いやいや、そう聞こえたね。みんな。そういう説明です。

もう少しいろんな、子どもにとって。 

 ただ、１つだけ言います。１９８０年代まで僕もこの間一般質問で言いました

けど、子どもは親が育てる。この間、言わなんだかな。親が育てるもんやと言わ

れた時代があるんです。僕が議員になった当時、当時の土肥町長に保育園の問題

で、もっと充実したほうがいいんでないかと言ったら、当時、あの土肥さんが、

結構進歩的やと言われた土肥さんが、金元さん、子どもはやっぱり親が育てたほ

うがいいよっていうことを答弁しました。ここで。それ聞いて、ああ、やっぱり

なと。若い僕は落差を感じましたね。当時の若い僕はですよ。 

 そのことを考えると、それは本当に親が子どもを育てるときには、そんなに大

勢でないですよ。それでも十分、ちゃんといい子に育つんですって。愛情をかけ

れば。少なくとも。これはそういうことが大事なんではないかなと。いかに愛情

を注ぐか。そういうことが一人一人に注げるような人数にこそすべきだと。その

立場でぜひお願いしたいと思います。 

 あと、放課後児童クラブの問題でいうと、これは数字が出てきているので、本

当に見落とすことなくちゃんと支援して、もしお金が必要で児童クラブに来れな

い子がいるようでしたら、ぜひやっぱりそういうところにこそ手を差し伸べると

いうことをしてほしいと思うんです。ちゃんと。もし２，５００円でしたらいい

んか。例えば、そういうところでも費用要らないよと。少し余計かかったらそう

いうのも町で持ってあげますよぐらい言ってあげるように、こういう事業のとき

にしないといかんと僕は子育て課長に言いたいですね。いかがですか。 

○議長（齋藤則男君） 子育て支援課長。 
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○子育て支援課長（吉川貞夫君） 順番にお答えさせていただきます。 

 まず、定期券の助成についてですけど、申請方式にするなというこれはもうご

無理ごもっともなご意見だと思いますが、まずやっぱり定期を買っているかどう

かという確認をしなきゃいけないということもありますし、本人、保護者が単に

もらえるんやということじゃなくて、やっぱり制度をしっかり理解していただく

ということもありますきで、あとシステムの問題とかもございます。今後の課題

というふうにさせていただきたいと思いますし、ことしの段階としてはまずこの

議会が終わりましたら、予算をお認めいただければしっかり制度周知をまずさせ

ていただいて、手続をしたいというふうに思います。 

 議員さんおっしゃるとおり、今後の課題としてはあくまでも支援するという姿

勢は持っていきたいというふうに思います。 

 次に再編のことですが、定数、定員を超えていると交付金がとありますが、今、

たしか公立の保育・幼児園に対しての国の補助金というのはありません。全て交

付税に算入して一般財源化されているということでございますので、監査等があ

ります。毎年。監査等でも、そのオーバー率が極端にオーバーやと指摘を受けま

すが、今の段階では指摘の範囲ではないということでご理解いただきたいと思い

ます。 

 保育士を委員会に入れるべきというところでありますが、これについても古語

しっかり検討させていただきたいというふうに思います。 

 親が育てる時代というのがありましたが、時代も変わりまして、平成２７年に

子ども・子育て支援法が制定されました。親が育てるべきかどうかという議論は

抜きにしても、やっぱり子ども・子育て支援法の根本の趣旨というのは、市町村、

我々行政が子育てに責任を持つということがしっかり明記されております。そう

いう観点からも、やっぱり子どもたちの教育、保育というのをこれからどうする

かということは、やっぱり行政なりがしっかり検討していかなけりゃいけないし、

その検討していく段階でやっぱり住民の意見もしっかり話せるということが今回

の趣旨でございますので、今、先ほど議員さんが統廃合というお話も出ましたが、

ありきではなく、これからどうするかということをしっかり検討していきたいと

いうのが今後の趣旨でございますので、そこはご理解をお願いしたいと思います。 

 放課後児童クラブにつきましては、上限２，５００円、３，０００円で５００

円は町で持つとありますが、やっぱり制度的なものがありますので、やっぱりそ

こは逆に公平性ということを考えれば、しっかり制度にのっとった助成というの
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をしっかりしていくべきだろうと思いますし、今後もそういうことはしっかり堅

持していきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 審議会の中で２５人いると、金元さんは発言できるかもしれ

ませんが、皆さんはなかなか発言できないというのも、これも会議の中で言って

いまして、例えばグループを分けて、いろいろな方のグループを３つか何かつく

って、活発に意見が言っていただける、そういった環境をつくっていきたいと思

います。 

 一番だめな会議が、役場が説明して、何もなくて、それではこの方向でという

のが一番だめなパターンだと思いますので、話しやすい環境、また皆さん方をま

とめていただいて発表して、また最終的には全員の中で決めていくという、何か

そういったのができないかなと思っています。 

 実は最初これ提案いただいたときに十数人やったんです。もっといろんな人か

ら聞こうといったら、やっぱり子育て支援課の中からもなかなか発言しにくいん

じゃないかとかいうのがありましたので、２５人となっていますがふえるかもし

れません。ただ、発言ができるような環境はしっかりとつくっていきますので、

よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 幼児園の再編の問題については出てくる、もしくはいろんな

声が聞こえてきたらまた発言したいと思うんですが。 

 僕はひとり親家庭の安心プラン助成事業で、これは児童クラブでも同じなんで

すが、県でこういうことに取りつくということになれば、僕は町のやっぱりひと

り親家庭、例えばそれこそゼロ歳児から高校卒業まで対象になる人を全部洗い出

して、そこらに対応する事業をやっぱり行政として考えるべきときやと思ってい

るんです。それ全部含めて３０人ではないと僕は思っているんですね。 

 ほんで、言いたいのは、例えば小中学校でも遠距離の場合は、今でも５０円払

わんなんのやね。１回。月２，０００円ぐらいになるんですよ。負担が。もし冬

の間でも利用すれば。バスに乗っていけば。定期利用する方もいらっしゃるかも

しらん。だから、そういうことも含めて、この際、一部だけでなしに行政もそれ

に、県の１００％おりてくる分だけでやるというんでなしに、行政もきちっと考

えて、そういう世帯には心配かけないということで、せめて交通費については心
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配かけない。放課後児童クラブについても心配かけないという制度を確立してほ

しいなと思います。 

 何でそんなことを言うかというと、課長は元福祉課時代にひとり親家庭の問題

でいうと父子家庭にもちゃんと支援すべきだということを提案した人ですよ。い

やいや。そういう意味では、これにつながっているのかなと思う面もあるので、

そこは、その時代を忘れたというんでなしに、今から思い出してまたこういう政

策にも生かしていっていただきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） 当時を思い出して言ったような記憶はあります。 

 対象者ですね。今、ゼロ歳から２０歳ということになりますと、ひとり親には

医療費の助成を行っていますので、子育て支援課としては対象世帯というのはし

っかり把握をしています。 

 参考までに、当町では１１１世帯ございます。母子家庭が１０４世帯、父子家

庭が７世帯。若干所得制限がありますので、所得を超えた方もおられますが、対

象世帯数では１１１世帯です。このうち高校生がいる世帯を抽出したのが３０人

というようなことでございます。 

 当然、児童クラブにつきましても、児童クラブの登録している中で医療費受給

対象世帯というのをしっかり把握しまして+。議論しましたように、家庭の中に児

童クラブに入っていないところもあります。そこもしっかり制度は周知していか

なあかんなというふうに思っています。 

 こういう制度が導入されて、さらにということもありますが、やはり助成とい

うのも何でもかんでもやるというお話ではなくて、やっぱり今ニーズが必要なと

ころというのを把握した上で、それぞれ対応していくということが大事だと思い

ますので、今後またそういうことに関しては関係各課と連絡しながら進めていき

たいなというふうに思います。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 暫時休憩をいたします。 

（午後 ４時２３分 休憩） 

────────────── 

（午後 ４時２３分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開します。 
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 お諮りします。 

 ただいま議案第３８号、平成３０年度永平寺町一般会計補正予算の審議の途中

ですが、本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。ご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 本日はこれをもって延会することに決定しました。 

 本日はこれをもって延会します。 

 なお、あす７日は午前９時より本会議を開きますので、ご参集のほどよろしく

お願いします。 

 本日はどうもご苦労さまでした。 

（午後 ４時２４分 延会） 

 


